
(57)【要約】

【課題】動画を表示する時、データの明暗比を拡張する

と共にデータに対応してバックライトの輝度を変更する

ようにした液晶表示装置の駆動方法及び駆動装置を提供

する。

【解決手段】現在フレームより前の少なくとも二つのフ

レームに対する輝度ヒストグラムを検索して平均ヒスト

グラムを生成する段階と、前記平均ヒストグラムに基づ

いて輝度成分を変調された輝度成分を発生する段階と、

前記変調された輝度成分に基づいて前記現在フレームに

対する第１データを変調して前記現在フレームに対する

第２データを生成する段階とを含む。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 現 在 フ レ ー ム よ り 前 の 少 な く と も 二 つ の フ レ ー ム に 対 す る 輝 度 ヒ ス ト グ ラ ム を 検 索 し て
平 均 ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 す る 段 階 と 、
　 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム に 基 づ い て 輝 度 成 分 を 変 調 さ れ た 輝 度 成 分 を 発 生 す る 段 階 と 、
　 前 記 変 調 さ れ た 輝 度 成 分 に 基 づ い て 前 記 現 在 フ レ ー ム に 対 す る 第 １ デ ー タ を 変 調 し て 前
記 現 在 フ レ ー ム に 対 す る 第 ２ デ ー タ を 生 成 す る 段 階 と
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 輝 度 ヒ ス ト グ ラ ム に 加 重 値 を 付 与 す る 段 階 を さ ら に 含 む
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 バ ッ ク ラ イ ト を 制 御 し て 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム に 基 づ い て 多 様 な 輝 度 が 発 生 さ れ る よ う
に 前 記 バ ッ ク ラ イ ト を 制 御 す る 段 階 を さ ら に 含 む
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 す る 段 階 は 、
　 前 記 現 在 フ レ ー ム 直 前 の 少 な く と も 二 つ の フ レ ー ム に 対 す る ヒ ス ト グ ラ ム を 記 憶 す る 段
階 と 、
　 前 記 記 憶 さ れ た ヒ ス ト グ ラ ム に 加 重 値 を 付 与 す る 段 階 と 、 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た 前 記
ヒ ス ト グ ラ ム を 平 均 値 に 変 換 し て 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 す る 段 階 と を 含 む
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 加 重 値 は 、 前 記 現 在 フ レ ー ム に 隣 接 し た フ レ ー ム の ヒ ス ト グ ラ ム で あ る ほ ど 高 い
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 現 在 フ レ ー ム に 対 す る 前 記 第 １ デ ー タ の 輝 度 成 分 を 抽 出 す る 段 階 と 、
　 前 記 現 在 フ レ ー ム に 対 す る 前 記 輝 度 成 分 を 輝 度 ヒ ス ト グ ラ ム に 整 列 す る 段 階 と 、
　 前 記 輝 度 ヒ ス ト グ ラ ム を 記 憶 す る 段 階 と
　 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 現 在 フ レ ー ム に 対 す る 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム と 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム を 比 較 し て 前 記 現
在 フ レ ー ム の 画 像 が 動 画 ま た は 静 止 画 の い ず れ な の か を 決 め る 段 階 と 、
　 前 記 比 較 結 果 に 基 づ い て 前 記 第 １ 及 び 第 ２ デ ー タ の 中 か ら い ず れ か 一 つ の デ ー タ に 従 っ
て 前 記 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 す る 段 階 と
　 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 す る 段 階 は 、
　 前 記 現 在 フ レ ー ム 直 前 の 少 な く と も 二 つ の フ レ ー ム に 対 す る ヒ ス ト グ ラ ム を 記 憶 す る 段
階 と 、
　 前 記 記 憶 さ れ た ヒ ス ト グ ラ ム に 加 重 値 を 付 与 す る 段 階 と 、 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た 前 記
ヒ ス ト グ ラ ム を 平 均 値 に 変 換 し て 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 す る 段 階 と を 含 む
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 加 重 値 は 前 記 現 在 フ レ ー ム に 隣 接 し た フ レ ー ム の ヒ ス ト グ ラ ム で あ る ほ ど 高 い
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム を 比 較 す る 段 階 は 、
　 前 記 現 在 フ レ ー ム の ヒ ス ト グ ラ ム か ら 第 １ 画 像 判 別 因 子 を 抽 出 す る 段 階 と 、
　 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム か ら 第 ２ 画 像 判 別 因 子 を 抽 出 す る 段 階 と 、
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　 前 記 第 １ 画 像 判 別 因 子 及 び 第 ２ 画 像 判 別 因 子 を 比 較 し て 前 記 現 在 フ レ ー ム の 画 像 が 動 画
ま た は 静 止 画 の い ず れ な の か を 判 別 す る 段 階 と
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ 画 像 判 別 因 子 は 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム の 平 均 階 調 値 、 前 記 現
在 フ レ ー ム に 対 す る ヒ ス ト グ ラ ム の 最 頻 階 調 値 、 前 記 現 在 フ レ ー ム に 対 す る ヒ ス ト グ ラ ム
の 階 調 値 を 頻 度 数 に 従 っ て 整 列 す る 時 そ の 中 心 に 位 置 す る 中 心 値 、 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム の 最
大 階 調 値 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の ヒ ス ト グ ラ ム の 最 小 階 調 値 、 前 記 最 大 階 調 値 と 前 記 最 小 階
調 値 の 間 の 範 囲 を 示 す 階 調 範 囲 値 、 及 び 前 記 最 大 階 調 値 と 前 記 最 小 階 調 値 の 間 の 中 間 階 調
値 を 含 む
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 平 均 階 調 値 及 び 最 頻 階 調 値 に 高 い 加 重 値 を 付 与 す る 段 階 と 、
　 前 記 階 調 範 囲 値 に 中 間 加 重 値 を 付 与 す る 段 階 と 、
　 前 記 最 小 階 調 値 、 前 記 最 大 階 調 値 、 前 記 中 心 値 及 び 前 記 中 間 階 調 値 に 低 い 加 重 値 を 付 与
す る 段 階 と 、
　 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た 平 均 階 調 値 、 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た 最 頻 階 調 値 、 前 記 加 重 値
が 付 与 さ れ た 階 調 範 囲 値 、 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た 最 小 階 調 値 、 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た
最 大 階 調 値 、 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た 中 心 値 及 び 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た 中 間 階 調 値 に 基
づ い て 前 記 第 １ 画 像 判 別 因 子 を 発 生 す る 段 階 と
　 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 ２ 画 像 判 別 因 子 は 、 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム の 平 均 階 調 値 、 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム
の 最 頻 階 調 値 、 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム の 階 調 値 を 頻 度 数 に 従 っ て 整 列 す る 時 そ の 中 心 に 位
置 す る 中 心 値 、 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム の 最 大 階 調 値 、 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム の 最 小 階 調 値
、 前 記 最 大 階 調 値 と 前 記 最 小 階 調 値 の 間 の 範 囲 を 示 す 階 調 範 囲 値 、 及 び 前 記 最 大 階 調 値 と
最 小 階 調 値 の 間 の 中 間 階 調 値 を 含 む
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 平 均 階 調 値 及 び 最 頻 階 調 値 に 高 い 加 重 値 を 付 与 す る 段 階 と 、
　 前 記 階 調 範 囲 値 に 中 間 加 重 値 を 付 与 す る 段 階 と 、
　 前 記 最 小 階 調 値 、 前 記 最 大 階 調 値 、 前 記 中 心 値 及 び 前 記 中 間 階 調 値 に 低 い 加 重 値 を 付 与
す る 段 階 と 、
　 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た 平 均 階 調 値 、 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た 最 頻 階 調 値 、 前 記 加 重 値
が 付 与 さ れ た 階 調 範 囲 値 、 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た 最 小 階 調 値 、 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た
最 大 階 調 値 、 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た 中 心 値 及 び 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た 中 間 階 調 値 に 基
づ い て 前 記 第 ２ 画 像 判 別 因 子 を 発 生 す る 段 階 と
　 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 画 像 判 別 因 子 が 予 め 設 定 さ れ た 範 囲 内 に 含 ま れ た 場 合 、 前 記 現 在 フ レ
ー ム の 画 像 は 静 止 画 と し て 判 別 さ れ 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 画 像 判 別 因 子 が 前 記 予 め 設 定 さ れ
た 範 囲 の 外 に 含 ま れ た 場 合 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 画 像 は 動 画 と し て 判 別 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 現 在 フ レ ー ム の 画 像 が 動 画 と し て 判 別 さ れ る 時 、 前 記 第 ２ 画 像 判 別 因 子 に 基 づ い て
バ ッ ク ラ イ ト の 輝 度 を 制 御 し て 多 様 な 明 る さ を 発 生 す る 段 階 と 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 画 像
が 静 止 画 と し て 判 別 さ れ る 時 に 予 め 設 定 さ れ た 輝 度 で 前 記 バ ッ ク ラ イ ト を 制 御 す る 段 階 と
を さ ら に 含 む
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
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　 前 記 現 在 フ レ ー ム の 画 像 が 静 止 画 と し て 判 別 さ れ る 時 、 前 記 液 晶 表 示 装 置 は 前 記 第 １ デ
ー タ に 基 づ い て 駆 動 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 現 在 フ レ ー ム の 画 像 が 動 画 と し て 判 別 さ れ る 時 、 前 記 液 晶 表 示 装 置 は 前 記 第 ２ デ ー
タ に 基 づ い て 駆 動 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 現 在 フ レ ー ム の 画 像 が 動 画 と し て 判 別 さ れ る 時 、 前 記 バ ッ ク ラ イ ト の 輝 度 を 制 御 し
て 多 様 な 明 る さ を 発 生 す る 段 階 を さ ら に 含 む
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 外 部 か ら 第 １ 垂 直 同 期 信 号 、 第 １ 水 平 同 期 信 号 、 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 、 及 び 第 １ デ ー タ イ
ネ ー ブ ル 信 号 を 受 信 す る 段 階 と 、
　 前 記 比 較 結 果 に 応 答 し て 前 記 第 １ デ ー タ ま た は 前 記 第 ２ デ ー タ に 同 期 す る 第 ２ 垂 直 同 期
信 号 、 第 ２ 水 平 同 期 信 号 、 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 、 及 び 第 ２ デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 を 発 生 す る
段 階 と
　 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 現 在 フ レ ー ム の 第 １ デ ー タ の 一 部 で 輝 度 成 分 を 抽 出 す る 段 階 と 、
　 前 記 現 在 フ レ ー ム の 輝 度 成 分 を 輝 度 ヒ ス ト グ ラ ム に 整 列 す る 段 階 と 、
　 前 記 現 在 フ レ ー ム よ り 前 の 少 な く と も 二 つ の フ レ ー ム に 対 す る 輝 度 ヒ ス ト グ ラ ム を 検 索
し て 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 す る 段 階 と 、
　 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム に 基 づ い て 前 記 現 在 フ レ ー ム の 第 ２ デ ー タ を 生 成 す る 段 階 と 、
　 前 記 現 在 フ レ ー ム の ヒ ス ト グ ラ ム を 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム と 比 較 し て 前 記 現 在 フ レ ー ム
が 動 画 ま た は 静 止 画 の い ず れ な の か を 判 別 す る 段 階 と 、
　 比 較 結 果 に 基 づ い て 前 記 第 １ ま た は 第 ２ デ ー タ の い ず れ か 一 つ に 従 っ て 前 記 液 晶 表 示 装
置 を 駆 動 す る 段 階 と
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 第 １ デ ー タ の 一 部 は 液 晶 表 示 パ ネ ル の 中 心 表 示 領 域 に 対 す る 画 像 デ ー タ に 対 応 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 す る 段 階 は 、
　 前 記 現 在 フ レ ー ム 直 前 の 少 な く と も 二 つ の フ レ ー ム に 対 す る ヒ ス ト グ ラ ム を 記 憶 す る 段
階 と 、
　 前 記 記 憶 さ れ た ヒ ス ト グ ラ ム に 加 重 値 を 付 与 す る 段 階 と 、
　 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム を 平 均 値 に 変 換 し て 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム を
生 成 す る 段 階 と
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 加 重 値 は 前 記 現 在 フ レ ー ム に 隣 接 し た フ レ ー ム の ヒ ス ト グ ラ ム で あ る ほ ど 高 い
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム を 比 較 す る 段 階 は 、
　 前 記 現 在 フ レ ー ム の ヒ ス ト グ ラ ム か ら 第 １ 画 像 判 別 因 子 を 抽 出 す る 段 階 と 、
　 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム か ら 第 ２ 画 像 判 別 因 子 を 抽 出 す る 段 階 と 、
　 前 記 第 １ 画 像 判 別 因 子 及 び 第 ２ 画 像 判 別 因 子 を 比 較 し て 前 記 現 在 フ レ ー ム の 画 像 が 動 画
ま た は 静 止 画 の い ず れ な の か を 判 別 す る 段 階 と
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
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【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 第 １ 画 像 判 別 因 子 は 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム の 平 均 階 調 値 、 前 記 現
在 フ レ ー ム に 対 す る ヒ ス ト グ ラ ム の 最 頻 階 調 値 、 前 記 現 在 フ レ ー ム に 対 す る ヒ ス ト グ ラ ム
の 階 調 値 を 頻 度 数 に 従 っ て 整 列 す る 時 そ の 中 心 に 位 置 す る 中 心 値 、 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム の 最
大 階 調 値 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の ヒ ス ト グ ラ ム の 最 小 階 調 値 、 前 記 最 大 階 調 値 と 前 記 最 小 階
調 値 の 間 の 範 囲 を 示 す 階 調 範 囲 値 、 及 び 前 記 最 大 階 調 値 と 前 記 最 小 階 調 値 の 間 の 中 間 階 調
値 を 含 む
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 平 均 階 調 値 及 び 最 頻 階 調 値 に 高 い 加 重 値 を 付 与 す る 段 階 と 、
　 前 記 階 調 範 囲 値 に 中 間 加 重 値 を 付 与 す る 段 階 と 、
　 前 記 最 小 階 調 値 、 前 記 最 大 階 調 値 、 前 記 中 心 値 及 び 前 記 中 間 階 調 値 に 低 い 加 重 値 を 付 与
す る 段 階 と 、
　 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た 平 均 階 調 値 、 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た 最 頻 階 調 値 、 前 記 加 重 値
が 付 与 さ れ た 階 調 範 囲 値 、 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た 最 小 階 調 値 、 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た
最 大 階 調 値 、 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た 中 心 値 及 び 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た 中 間 階 調 値 に 基
づ い て 前 記 第 １ 画 像 判 別 因 子 を 発 生 す る 段 階 と
　 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ６ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 第 ２ 画 像 判 別 因 子 は 、 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム の 平 均 階 調 値 、 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム
の 最 頻 階 調 値 、 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム の 階 調 値 を 頻 度 数 に 従 っ て 整 列 す る 時 そ の 中 心 に 位
置 す る 中 心 値 、 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム の 最 大 階 調 値 、 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム の 最 小 階 調 値
、 前 記 最 大 階 調 値 と 前 記 最 小 階 調 値 の 間 の 範 囲 を 示 す 階 調 範 囲 値 、 及 び 前 記 最 大 階 調 値 と
前 記 最 小 階 調 値 の 間 の 中 間 階 調 値 を 含 む
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 平 均 階 調 値 及 び 最 頻 階 調 値 に 高 い 加 重 値 を 付 与 す る 段 階 と 、
　 前 記 階 調 範 囲 値 に 中 間 加 重 値 を 付 与 す る 段 階 と 、
　 前 記 最 小 階 調 値 、 前 記 最 大 階 調 値 、 前 記 中 心 値 及 び 前 記 中 間 階 調 値 に 低 い 加 重 値 を 付 与
す る 段 階 と 、
　 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た 平 均 階 調 値 、 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た 最 頻 階 調 値 、 前 記 加 重 値
が 付 与 さ れ た 階 調 範 囲 値 、 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た 最 小 階 調 値 、 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た
最 大 階 調 値 、 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た 中 心 値 及 び 前 記 加 重 値 が 付 与 さ れ た 中 間 階 調 値 に 基
づ い て 前 記 第 ２ 画 像 判 別 因 子 を 発 生 す る 段 階 と
　 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 画 像 判 別 因 子 が 予 め 設 定 さ れ た 範 囲 内 に 含 ま れ た 場 合 前 記 現 在 フ レ ー
ム の 画 像 は 静 止 画 と し て 判 別 さ れ 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 画 像 判 別 因 子 が 前 記 予 め 設 定 さ れ た
範 囲 の 外 に 含 ま れ た 場 合 前 記 現 在 フ レ ー ム の 画 像 は 動 画 と し て 判 別 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 現 在 フ レ ー ム の 画 像 が 動 画 と し て 判 別 さ れ る 時 、 前 記 第 ２ 画 像 判 別 因 子 に 基 づ い て
バ ッ ク ラ イ ト の 輝 度 を 制 御 し て 多 様 な 明 る さ を 発 生 す る 段 階 と 、
　 前 記 現 在 フ レ ー ム の 画 像 が 静 止 画 と し て 判 別 さ れ る 時 、 予 め 設 定 さ れ た 輝 度 で 前 記 バ ッ
ク ラ イ ト を 制 御 す る 段 階 と
　 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 現 在 フ レ ー ム の 画 像 が 静 止 画 と し て 判 別 さ れ る 時 、 前 記 液 晶 表 示 装 置 は 前 記 第 １ デ
ー タ に 基 づ い て 駆 動 さ れ 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 画 像 が 動 画 と し て 判 別 さ れ る 時 、 前 記 液 晶
表 示 装 置 は 前 記 第 ２ デ ー タ に 基 づ い て 駆 動 さ れ る
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　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 現 在 フ レ ー ム の 第 １ デ ー タ を 受 信 し て 前 記 現 在 フ レ ー ム よ り 前 の 少 な く と も 二 つ の フ レ
ー ム に 対 す る 輝 度 ヒ ス ト グ ラ ム を 検 索 し て 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 し 、 前 記 平 均 ヒ ス ト グ
ラ ム に 基 づ い て 前 記 現 在 フ レ ー ム の 第 ２ デ ー タ を 生 成 す る 画 像 信 号 変 調 手 段 と 、
　 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム に 基 づ い て バ ッ ク ラ イ ト 制 御 信 号 を 発 生 す る バ ッ ク ラ イ ト 制 御 部
と
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 画 像 信 号 変 調 手 段 は 、
　 前 記 現 在 フ レ ー ム の 第 １ デ ー タ を 輝 度 成 分 と 色 差 成 分 に 分 離 す る た め の 輝 度 ／ 色 分 離 部
と 、
　 前 記 輝 度 成 分 を ヒ ス ト グ ラ ム に 変 換 す る ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 と 、
　 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 に よ り 分 析 さ れ た 少 な く と も 二 つ の フ レ ー ム 以 上 の ヒ ス ト グ ラ
ム を 記 憶 す る 記 憶 部 と 、
　 前 記 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 少 な く と も 二 つ の フ レ ー ム 以 上 の ヒ ス ト グ ラ ム に 基 づ い て
平 均 ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 す る 平 均 値 算 出 部 と 、
　 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム を 用 い て 前 記 輝 度 ／ 色 分 離 部 か ら 抽 出 さ れ た 輝 度 成 分 を 変 調 す る
た め の デ ー タ 処 理 部 と 、
　 前 記 変 調 さ れ た 輝 度 成 分 と 前 記 色 差 成 分 に 基 づ い て 前 記 第 ２ デ ー タ を 生 成 す る 輝 度 ／ 色
ミ キ シ ン グ 部 と
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ３ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム の そ れ ぞ れ に 加 重 値 を 付 与 す る 加 重 値 付 与 部 を さ ら に 具 備 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ４ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 現 在 フ レ ー ム の 画 像 が 動 画 ま た は 静 止 画 の い ず れ な の か を 判 別 す る 画 像 判 別 部 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ デ ー タ を 受 信 し て 前 記 判 別 結 果 に 基 づ い て 前 記 第 １ 及 び 第 ２ デ ー タ の
中 か ら い ず れ か 一 つ を 選 択 的 に 出 力 す る 選 択 部 と
　 を さ ら に 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ３ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 画 像 信 号 変 調 手 段 は 、
　 前 記 現 在 フ レ ー ム の 第 １ デ ー タ を 輝 度 成 分 と 色 差 成 分 に 分 離 す る た め の 輝 度 ／ 色 分 離 部
と 、
　 前 記 輝 度 成 分 を ヒ ス ト グ ラ ム に 変 換 す る ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 と 、
　 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 か ら 分 析 さ れ た 少 な く と も 二 つ の フ レ ー ム 以 上 の ヒ ス ト グ ラ ム
を 記 憶 す る 記 憶 部 と 、
　 前 記 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 少 な く と も 二 つ の フ レ ー ム 以 上 の ヒ ス ト グ ラ ム に 基 づ い て
平 均 ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 す る 平 均 値 算 出 部 と 、
　 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム を 用 い て 前 記 輝 度 ／ 色 分 離 部 で 抽 出 さ れ た 輝 度 成 分 を 変 調 す る た
め の デ ー タ 処 理 部 と 、
　 前 記 変 調 さ れ た 輝 度 成 分 と 前 記 色 差 成 分 に 基 づ い て 前 記 第 ２ デ ー タ を 生 成 す る 輝 度 ／ 色
ミ キ シ ン グ 部 と
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 画 像 判 別 部 は 、
　 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 の ヒ ス ト グ ラ ム に 基 づ い て 第 １ 画 像 判 別 因 子 を 抽 出 す る 第 １ 画
像 判 別 因 子 検 出 部 と 、
　 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム か ら 第 ２ 画 像 判 別 因 子 を 抽 出 す る 第 ２ 画 像 判 別 因 子 検 出 部 と
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ７ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
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【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 画 像 判 別 因 子 の そ れ ぞ れ は 、 平 均 階 調 値 、 最 頻 階 調 値 、 階 調 値 を 頻 度
数 に 従 っ て 並 べ る 時 、 そ の 中 心 に 位 置 す る 中 心 値 、 最 大 階 調 値 、 最 小 階 調 値 、 前 記 最 大 階
調 値 と 前 記 最 小 階 調 値 の 間 の 範 囲 を 示 す 階 調 範 囲 値 、 及 び 前 記 最 大 階 調 値 と 前 記 最 小 階 調
値 の 間 の 中 間 階 調 値 を 含 む
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ８ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 第 １ 画 像 判 別 因 子 及 び 第 ２ 画 像 判 別 因 子 に 加 重 値 を 付 与 す る た め の 加 重 値 付 与 部 を
さ ら に 具 備 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ９ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 加 重 値 付 与 部 は 、 前 記 平 均 値 及 び 最 頻 値 に 高 い 加 重 値 を 付 与 し 、 前 記 階 調 範 囲 値 に
中 間 加 重 値 を 付 与 し 、 前 記 最 小 階 調 値 、 前 記 最 大 階 調 値 、 前 記 中 心 値 及 び 前 記 中 間 階 調 値
に 低 い 加 重 値 を 付 与 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ０ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　
前 記 画 像 判 別 部 は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 画 像 判 別 因 子 が 予 め 設 定 さ れ た 範 囲 内 に 含 ま れ る 時
、 第 １ 制 御 信 号 を 発 生 し 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 画 像 判 別 因 子 が 前 記 予 め 設 定 さ れ た 範 囲 の 外
に 含 ま れ る 時 、 第 ２ 制 御 信 号 を 発 生 す る 比 較 部 を 具 備 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 前 記 選 択 部 は 、 前 記 第 １ 制 御 信 号 が 入 力 さ れ る 時 前 記 第 １ デ ー タ を 出 力 し 、 前 記 第 ２ 制
御 信 号 が 入 力 さ れ る 時 前 記 第 ２ デ ー タ を 出 力 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ２ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 バ ッ ク ラ イ ト 制 御 部 は 、 前 記 第 ２ 制 御 信 号 が 入 力 さ れ る 時 、 前 記 第 ２ 判 別 因 子 に 基
づ い て 前 記 バ ッ ク ラ イ ト 制 御 信 号 を 発 生 し 、 前 記 第 １ 制 御 信 号 が 入 力 さ れ る 時 、 予 め 設 定
さ れ た 輝 度 に 基 づ い て 前 記 バ ッ ク ラ イ ト 制 御 信 号 を 発 生 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 に 入 力 さ れ る 前 記 現 在 フ レ ー ム に 対 す る 第 １ デ ー タ の 輝 度 成 分
の 一 部 を 抽 出 す る 画 像 領 域 選 択 部 を さ ら に 具 備 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 前 記 第 １ デ ー タ の 輝 度 成 分 の 一 部 分 は 液 晶 表 示 パ ネ ル の 中 心 表 示 領 域 に 対 応 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ５ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 前 記 画 像 判 別 部 は 、
　 前 記 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 の ヒ ス ト グ ラ ム に 基 づ い て 第 １ 画 像 判 別 因 子 を 抽 出 す る 第 １ 画
像 判 別 因 子 検 出 部 と 、
　 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム か ら 第 ２ 画 像 判 別 因 子 を 抽 出 す る 第 ２ 画 像 判 別 因 子 検 出 部 と
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ５ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 前 記 バ ッ ク ラ イ ト 制 御 部 は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 画 像 判 別 因 子 が 予 め 設 定 さ れ た 範 囲 の 外
に 含 ま れ た 場 合 前 記 第 ２ 画 像 判 別 因 子 に 基 づ い て 常 備 バ ッ ク ラ イ ト 制 御 信 号 を 発 生 し 、 前
記 第 １ 及 び 第 ２ 画 像 判 別 因 子 が 前 記 予 め 設 定 さ れ た 範 囲 内 に 含 ま れ た 場 合 予 め 設 定 さ れ た
輝 度 に 基 づ い て 前 記 バ ッ ク ラ イ ト 制 御 信 号 を 発 生 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ７ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
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　 前 記 選 択 部 は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 画 像 判 別 因 子 が 予 め 設 定 さ れ た 範 囲 内 に 含 ま れ た 場 合
前 記 第 １ デ ー タ を 出 力 し 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 画 像 判 別 因 子 が 前 記 予 め 設 定 さ れ た 範 囲 の 外
に 含 ま れ た 場 合 前 記 第 ２ デ ー タ を 出 力 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ７ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 及 び 駆 動 装 置 に 関 す る も の で 、 特 に 、 動 画 像 を 表 示 す
る 時 、 デ ー タ の 明 暗 比 を 改 良 す る と 共 に と 共 に デ ー タ に 対 応 し て バ ッ ク ラ イ ト の 輝 度 を 変
更 す る よ う に し た 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 及 び 駆 動 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は ビ デ オ 信 号 に 従 っ て 液 晶 セ ル の 光 透 過 率 を 調 節 し て 画 像 を 表 示 す る 。 こ
の よ う な 液 晶 表 示 装 置 は セ ル ご と に ス イ ッ チ ン グ 素 子 が 形 成 さ れ た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク
ス （ Active Matrix） タ イ プ に 具 現 さ れ て コ ン ピ ュ ー タ ー 用 モ ニ タ ー 、 事 務 機 器 、 セ ル ラ
ホ ン な ど の 表 示 装 置 に 適 用 さ れ て い る 。 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス タ イ プ の 液 晶 表 示 装 置 に
使 わ れ る ス イ ッ チ ン グ 素 子 と し て は 、 主 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Thin Film Transistor; 以
下  "Ｔ Ｆ Ｔ "と い う ） が 利 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ は 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 を 概 略 的 に 示 し た も の で あ る 。
　 図 １ を 参 照 す る と 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 は 、 ｍ × ｎ 個 の 液 晶 セ ル （ Ｃ lc） が
マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ て ｍ 個 の デ ー タ ラ イ ン （ Ｄ １ 乃 至 Ｄ ｍ ） と ｎ 個 の ゲ ー ト ラ イ ン
（ Ｇ １ 乃 至 Ｇ ｎ ） が 交 差 す る 交 差 部 に Ｔ Ｆ Ｔ が 形 成 さ れ た 液 晶 パ ネ ル ２ と 、 液 晶 パ ネ ル ２
の デ ー タ ラ イ ン （ Ｄ １ 乃 至 Ｄ ｍ ） に デ ー タ 信 号 を 供 給 す る た め の デ ー タ ド ラ イ バ ４ と 、 ゲ
ー ト ラ イ ン （ Ｇ １ 乃 至 Ｇ ｎ ） に ス キ ャ ン 信 号 を 供 給 す る た め の ゲ ー ト ド ラ イ バ ６ と 、 デ ー
タ ド ラ イ バ ４ に ガ ン マ 電 圧 を 供 給 す る た め の ガ ン マ 電 圧 供 給 部 ８ と 、 シ ス テ ム ２ ０ か ら 供
給 さ れ る 同 期 信 号 を 用 い て デ ー タ ド ラ イ バ ４ と ゲ ー ト ド ラ イ バ ６ を 制 御 す る た め の タ イ ミ
ン グ コ ン ト ロ ー ラ １ ０ と 、 電 源 供 給 部 １ ２ か ら 供 給 さ れ る 電 圧 を 用 い て 液 晶 パ ネ ル ２ に 供
給 さ れ る 電 圧 を 発 生 す る た め の 直 流 ／ 直 流 変 換 部 （ 以 下 "Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ 変 換 部 "と い う ） １ ４
と 、 バ ッ ク ラ イ ト １ ８ を 駆 動 す る た め の イ ン バ ー タ １ ６ と を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 シ ス テ ム ２ ０ は 、 垂 直 ／ 水 平 同 期 信 号 （ Vsync, Hsync） 、 ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｄ Ｃ Ｌ Ｋ ） 、
デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 （ Ｄ Ｅ ） 及 び デ ー タ （ Ｒ ， Ｇ ， Ｂ ） を タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ １ ０
に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 液 晶 パ ネ ル ２ は 、 デ ー タ ラ イ ン （ Ｄ １ 乃 至 Ｄ ｍ ） と ゲ ー ト ラ イ ン （ Ｇ １ 乃 至 Ｇ ｎ ） の 交
差 部 に マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ る 複 数 の 液 晶 セ ル （ Ｃ lc） を 具 備 す る 。 液 晶 セ ル （ Ｃ lc
） に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ は 、 ゲ ー ト ラ イ ン （ Ｇ ） か ら 供 給 さ れ る ス キ ャ ン 信 号 に 応
答 し て デ ー タ ラ イ ン （ Ｄ １ 乃 至 Ｄ ｍ ） か ら 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 を 液 晶 セ ル （ Ｃ lc） に 供
給 す る 。 ま た 、 液 晶 セ ル （ Ｃ lc） の そ れ ぞ れ に は ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ （ Ｃ st） が 形 成 さ
れ る 。 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ （ Ｃ st） は 、 液 晶 セ ル （ Ｃ lc） の 画 素 電 極 と 前 段 ゲ ー ト ラ イ
ン の 間 ま た は 液 晶 セ ル （ Ｃ lc） の 画 素 電 極 と 共 通 電 極 ラ イ ン の 間 に 形 成 さ れ て 液 晶 セ ル （
Ｃ lc） の 電 圧 を 一 定 に 維 持 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ガ ン マ 電 圧 供 給 部 ８ は 、 複 数 の ガ ン マ 電 圧 を デ ー タ ド ラ イ バ ４ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 デ ー タ ド ラ イ バ ４ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ １ ０ か ら の 制 御 信 号 （ Ｃ Ｓ ） に 応 答 し て
デ ジ タ ル ビ デ オ デ ー タ （ Ｒ ， Ｇ ， Ｂ ） を 階 調 値 に 対 応 す る ア ナ ロ グ ガ ン マ 電 圧 （ デ ー タ 信
号 ） に 変 換 し て 、 こ の ア ナ ロ グ ガ ン マ 電 圧 を デ ー タ ラ イ ン （ Ｄ １ 乃 至 Ｄ ｍ ） に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 ゲ ー ト ド ラ イ バ ６ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ １ ０ か ら の 制 御 信 号 （ Ｃ Ｓ ） に 応 答 し て
ス キ ャ ン パ ル ス を ゲ ー ト ラ イ ン （ Ｇ １ 乃 至 Ｇ ｎ ） に 順 次 供 給 し て デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ る
液 晶 パ ネ ル ２ の 水 平 ラ イ ン を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ １ ０ は 、 シ ス テ ム ２ ０ か ら 入 力 さ れ る 垂 直 ／ 水 平 同 期 信 号 （ Vs
ync, Hsync） 及 び ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｄ Ｃ Ｌ Ｋ ） を 用 い て ゲ ー ト ド ラ イ バ ６ 及 び デ ー タ ド ラ イ
バ ４ を 制 御 す る た め の 制 御 信 号 （ Ｃ Ｓ ） を 生 成 す る 。 こ こ で 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ６ を 制 御 す
る た め の 制 御 信 号 （ Ｃ Ｓ ） に は ゲ ー ト ス タ ー ト パ ル ス （ Gate Start Pulse： GSP） 、 ゲ ー
ト シ フ ト ク ロ ッ ク （ Gate Shift Clock： GSC） 、 ゲ ー ト 出 力 信 号 （ Gate Output Eｎ able：
GOE） な ど が 含 ま れ る 。 ま た 、 デ ー タ ド ラ イ バ ４ を 制 御 す る た め の 制 御 信 号 （ Ｃ Ｓ ） に は
ソ ー ス ス タ ー ト パ ル ス （ Source Start Pulse： GSP） 、 ソ ー ス シ フ ト ク ロ ッ ク （ Source Sh
ift Clock： SSC） 、 ソ ー ス 出 力 信 号 （ Source Output Eｎ able： SOC） 及 び 極 性 信 号 （ Pola
rity： POL） な ど が 含 ま れ る 。 ま た 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ １ ０ は 、 シ ス テ ム ２ ０ か ら
供 給 さ れ る デ ー タ （ Ｒ ， Ｇ ， Ｂ ） を 再 整 列 し て デ ー タ ド ラ イ バ ４ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ 変 換 部 １ ４ は 、 電 源 供 給 部 １ ２ か ら 入 力 さ れ る ３ ． ３ Ｖ の 電 圧 を 昇 圧 ま た は
減 圧 し て 液 晶 パ ネ ル ２ に 供 給 さ れ る 電 圧 を 発 生 す る 。 こ の Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ 変 換 部 １ ４ は 、 ガ ン
マ 基 準 電 圧 、 ゲ ー ト ハ イ 電 圧 （ VGH） 、 ゲ ー ト ロ ー 電 圧 （ VGL） 及 び 共 通 電 圧 （ Vcom） な ど
を 生 成 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 イ ン バ ー タ １ ６ は 、 バ ッ ク ラ イ ト １ ８ を 駆 動 さ せ る た め の 駆 動 電 圧 （ 駆 動 電 流 ） を バ ッ
ク ラ イ ト １ ８ に 供 給 す る 。 バ ッ ク ラ イ ト １ ８ は 、 イ ン バ ー タ １ ６ か ら 供 給 さ れ る 駆 動 電 圧
（ ま た は 駆 動 電 流 ） に 対 応 す る す る 光 を 生 成 し て 液 晶 パ ネ ル ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う に 駆 動 さ れ る 液 晶 パ ネ ル ２ で 鮮 明 な 画 像 を 表 示 す る た め に は デ ー タ に 対 応 し た
明 暗 （ 明 る さ と 暗 さ ） 比 を 与 え な け れ ば な ら な い 。 し か し 、 従 来 の バ ッ ク ラ イ ト １ ８ は デ
ー タ と 無 関 係 に 絶 え ず 一 定 な 明 る さ の 輝 度 を 生 成 す る の で 、 ダ イ ナ ミ ッ ク で 鮮 明 な 画 像 を
表 示 す る こ と が 困 難 で あ っ た
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 動 画 像 を 表 示 す る 時 、 デ ー タ の 明 暗 比 を 拡 張 す る と 共 に
デ ー タ に 対 応 し て バ ッ ク ラ イ ト の 輝 度 を 変 更 す る よ う に し た 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 及 び
駆 動 装 置 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 は 、 現 在 フ レ ー ム よ
り 前 の 少 な く と も 二 つ の フ レ ー ム に 対 す る 輝 度 ヒ ス ト グ ラ ム を 検 索 し て 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム
を 生 成 す る 段 階 と 、 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム に 基 づ い て 輝 度 成 分 を 変 調 さ れ た 輝 度 成 分 を 発
生 す る 段 階 と 、 前 記 変 調 さ れ た 輝 度 成 分 に 基 づ い て 前 記 現 在 フ レ ー ム に 対 す る 第 １ デ ー タ
を 変 調 し て 前 記 現 在 フ レ ー ム に 対 す る 第 ２ デ ー タ を 生 成 す る 段 階 と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 他 の 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 は 、 現 在 フ レ ー ム の 第 １ デ ー タ の 一 部 で
輝 度 成 分 を 抽 出 す る 段 階 と 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の 輝 度 成 分 を 輝 度 ヒ ス ト グ ラ ム に 整 列 す る
段 階 と 、 前 記 現 在 フ レ ー ム よ り 前 の 少 な く と も 二 つ の フ レ ー ム に 対 す る 輝 度 ヒ ス ト グ ラ ム
を 検 索 し て 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 す る 段 階 と 、 前 記 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム に 基 づ い て 前 記 現
在 フ レ ー ム の 第 ２ デ ー タ を 生 成 す る 段 階 と 、 前 記 現 在 フ レ ー ム の ヒ ス ト グ ラ ム を 前 記 平 均
ヒ ス ト グ ラ ム と 比 較 し て 前 記 現 在 フ レ ー ム が 動 画 ま た は 静 止 画 の い ず れ な の か を 判 別 す る
段 階 と 、 比 較 結 果 に 基 づ い て 前 記 第 １ ま た は 第 ２ デ ー タ の い ず れ か 一 つ に 従 っ て 前 記 液 晶
表 示 装 置 を 駆 動 す る 段 階 と を 含 む 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 図 ２ 乃 至 図 ８ を 参 照 し て 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 の 形 態 に 対 し て 説 明 す る こ と に す る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 は 、 ｍ × ｎ 個 の
液 晶 セ ル （ Ｃ lc） が マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ て ｍ 個 の デ ー タ ラ イ ン （ Ｄ １ 乃 至 Ｄ ｍ ） と
ｎ 個 の ゲ ー ト ラ イ ン （ Ｇ １ 乃 至 Ｇ ｎ ） の 交 差 部 に Ｔ Ｆ Ｔ が 形 成 さ れ た 液 晶 パ ネ ル ２ ２ と 、
液 晶 パ ネ ル ２ ２ の デ ー タ ラ イ ン （ Ｄ １ 乃 至 Ｄ ｍ ） に デ ー タ 信 号 を 供 給 す る た め の デ ー タ ド
ラ イ バ ２ ４ と 、 ゲ ー ト ラ イ ン （ Ｇ １ 乃 至 Ｇ ｎ ） に ス キ ャ ン 信 号 を 供 給 す る た め の ゲ ー ト ド
ラ イ バ ２ ６ と 、 デ ー タ ド ラ イ バ ２ ４ に ガ ン マ 電 圧 を 供 給 す る た め の ガ ン マ 電 圧 供 給 部 ２ ８
と 、 画 質 改 善 部 ４ ２ か ら 供 給 さ れ る 第 ２ 同 期 信 号 を 用 い て デ ー タ ド ラ イ バ ２ ４ と ゲ ー ト ド
ラ イ バ ２ ６ を 制 御 す る た め の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ と 、 電 源 供 給 部 ３ ２ か ら 供 給 さ
れ る 電 圧 を 用 い て 液 晶 パ ネ ル ２ ２ に 供 給 さ れ る 電 圧 を 発 生 す る た め の Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ 変 換 部 ３
４ と 、 バ ッ ク ラ イ ト ３ ８ を 駆 動 す る た め の イ ン バ ー タ ３ ６ と 、 入 力 デ ー タ の 明 暗 比 を 選 択
的 に 強 調 す る と 共 に 入 力 デ ー タ に 対 応 す る 明 る さ 制 御 信 号 （ Dimming） を イ ン バ ー タ ３ ６
に 供 給 す る た め の 画 質 改 善 部 ４ ２ と を 具 備 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 シ ス テ ム ４ ０ は 、 第 １ 垂 直 ／ 水 平 同 期 信 号 （ Vsync１ , Hsync１ ） 、 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 （
Ｄ Ｃ Ｌ Ｋ １ ） 、 第 １ デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 （ Ｄ Ｅ １ ） 及 び 第 １ デ ー タ （ Ri,Gi,Bi） を 画 質
改 善 部 ４ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 液 晶 パ ネ ル ２ ２ は 、 デ ー タ ラ イ ン （ Ｄ １ 乃 至 Ｄ ｍ ） 及 び ゲ ー ト ラ イ ン （ Ｇ １ 乃 至 Ｇ ｎ ）
の 交 差 部 に マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ る 複 数 の 液 晶 セ ル （ Ｃ lc） を 具 備 す る 。 液 晶 セ ル （
Ｃ lc） に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ は 、 ゲ ー ト ラ イ ン （ Ｇ ） か ら 供 給 さ れ る ス キ ャ ン 信 号
に 応 答 し て デ ー タ ラ イ ン （ Ｄ １ 乃 至 Ｄ ｍ ） か ら 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 を 液 晶 セ ル （ Ｃ lc）
に 供 給 す る 。 ま た 、 液 晶 セ ル （ Ｃ lc） の そ れ ぞ れ に は ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ （ Ｃ st） が 形
成 さ れ る 。 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ （ Ｃ st） は 、 液 晶 セ ル （ Ｃ lc） の 画 素 電 極 と 前 段 ゲ ー ト
ラ イ ン の 間 ま た は 液 晶 セ ル （ Ｃ lc） の 画 素 電 極 と 共 通 電 極 ラ イ ン の 間 に 形 成 さ れ て 液 晶 セ
ル （ Ｃ lc） の 電 圧 を 一 定 に 維 持 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ガ ン マ 電 圧 供 給 部 ２ ８ は 複 数 の ガ ン マ 電 圧 を デ ー タ ド ラ イ バ ２ ４ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 デ ー タ ド ラ イ バ ２ ４ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ か ら の 制 御 信 号 （ Ｃ Ｓ ） に 応 答 し
て デ ジ タ ル ビ デ オ デ ー タ （ Ro,Go,Bo） を 階 調 値 に 対 応 す る ア ナ ロ グ ガ ン マ 電 圧 （ デ ー タ 信
号 ） に 変 換 し て 、 そ の ア ナ ロ グ ガ ン マ 電 圧 を デ ー タ ラ イ ン （ Ｄ １ 乃 至 Ｄ ｍ ） に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ６ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ か ら の 制 御 信 号 （ Ｃ Ｓ ） に 応 答 し
て ス キ ャ ン パ ル ス を ゲ ー ト ラ イ ン （ Ｇ １ 乃 至 Ｇ ｎ ） に 順 次 供 給 し て デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ
る 液 晶 パ ネ ル ２ ２ の 水 平 ラ イ ン を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ は 、 画 質 改 善 部 ４ ２ か ら 入 力 さ れ る 第 ２ 垂 直 ／ 水 平 同 期 信
号 （ Vsync２ , Hsync２ ） 及 び 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｄ Ｃ Ｌ Ｋ ２ ） を 用 い て ゲ ー ト ド ラ イ バ ２
６ 及 び デ ー タ ド ラ イ バ ２ ４ を 制 御 す る た め の 制 御 信 号 （ Ｃ Ｓ ） を 生 成 す る 。 こ こ で 、 ゲ ー
ト ド ラ イ バ ２ ６ を 制 御 す る た め の 制 御 信 号 （ Ｃ Ｓ ） に は ゲ ー ト ス タ ー ト パ ル ス （ Gate Sta
rt Pulse： GSP） 、 ゲ ー ト シ フ ト ク ロ ッ ク （ Gate Shift Clock： GSC） 、 ゲ ー ト 出 力 信 号 （
Gate Output Eｎ able： GOE） な ど が 含 ま れ る 。 ま た 、 デ ー タ ド ラ イ バ ２ ４ を 制 御 す る た め
の 制 御 信 号 （ Ｃ Ｓ ） に は ソ ー ス ス タ ー ト パ ル ス （ Source Start Pulse： GSP） 、 ソ ー ス シ
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フ ト ク ロ ッ ク （ Source Shift Clock： SSC） 、 ソ ー ス 出 力 信 号 （ Source Output Eｎ able：
SOC） 及 び 極 性 信 号 （ Polarity： POL） な ど が 含 ま れ る 。 同 時 に 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ
３ ０ は 画 質 改 善 部 ４ ２ か ら 供 給 さ れ る 第 ２ デ ー タ （ Ro,Go,Bo） を 再 整 列 し て デ ー タ ド ラ イ
バ ２ ４ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ 変 換 部 ３ ４ は 、 電 源 供 給 部 ３ ２ か ら 入 力 さ れ る ３ ． ３ Ｖ の 電 圧 を 昇 圧 ま た は
減 圧 し て 液 晶 パ ネ ル ２ ２ に 供 給 さ れ る 電 圧 を 発 生 す る 。 こ の Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ 変 換 部 ３ ４ は ガ ン
マ 基 準 電 圧 、 ゲ ー ト ハ イ 電 圧 （ VGH） 、 ゲ ー ト ロ ー 電 圧 （ VGL） 及 び 共 通 電 圧 （ Vcom） を 生
成 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 イ ン バ ー タ ３ ６ は 、 画 質 改 善 部 ４ ２ か ら 供 給 さ れ る 明 る さ 制 御 信 号 （ Dimming） に 対 応
す る 駆 動 電 圧 （ ま た は 駆 動 電 流 ） を バ ッ ク ラ イ ト ３ ８ に 供 給 す る 。 言 い 換 え る と 、 イ ン バ
ー タ ３ ６ か ら バ ッ ク ラ イ ト ３ ８ に 供 給 さ れ る 駆 動 電 圧 （ 駆 動 電 流 ） は 画 質 改 善 部 ４ ２ か ら
供 給 さ れ る 明 る さ 制 御 信 号 （ Dimming） に よ り 決 ま る 。 バ ッ ク ラ イ ト ３ ８ は イ ン バ ー タ ３
６ か ら 供 給 さ れ る 駆 動 電 圧 （ 駆 動 電 流 ） に 対 応 す る 明 る さ の 光 を 液 晶 パ ネ ル ２ ２ に 供 給 す
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 画 質 改 善 部 ４ ２ は 、 シ ス テ ム ４ ０ か ら 入 力 さ れ る 第 １ デ ー タ （ Ri,Gi,Bi） を 用 い て フ レ
ー ム 単 位 で 輝 度 成 分 を 抽 出 し て 、 抽 出 さ れ た フ レ ー ム 単 位 の 輝 度 成 分 に 対 応 し て 第 １ デ ー
タ （ Ri,Gi,Bi） の 階 調 値 を 変 更 し た 第 ２ デ ー タ （ Ro,Go,Bo） を 生 成 す る 。 こ こ で 、 画 質 改
善 部 ４ ２ は 、 入 力 デ ー タ （ Ri,Gi,Bi） に 対 比 し て 明 暗 比 が 拡 張 さ れ る よ う に 第 ２ デ ー タ （
Ro,Go,Bo） を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 画 質 改 善 部 ４ ２ は 、 輝 度 成 分 に 対 応 す る 明 る さ 制 御 信 号 （ Dimming） を 生 成 し て
イ ン バ ー タ ３ ６ に 供 給 す る 。 実 質 的 に 、 画 質 改 善 部 ４ ２ は 、 輝 度 成 分 か ら バ ッ ク ラ イ ト を
制 御 す る こ と が で き る 制 御 値 （ 例 え ば 、 最 頻 値 （ 一 フ レ ー ム 内 で 最 も 最 も 多 く 存 在 す る 階
調 値 ） ま た は 平 均 値 （ 一 フ レ ー ム 内 で の 階 調 の 平 均 値 ） ） を 抽 出 し て 、 抽 出 さ れ た 制 御 値
を 用 い て 明 る さ 制 御 信 号 （ Dimming） を 生 成 す る 。 こ こ で 、 画 質 改 善 部 ４ ２ は 、 輝 度 成 分
の 階 調 に 対 応 す る バ ッ ク ラ イ ト の 輝 度 を 少 な く と も 二 つ 以 上 の 区 間 に 分 け て 、 制 御 値 に 対
応 し て 輝 度 の 区 間 が 選 択 さ れ る よ う に 明 る さ 制 御 信 号 （ Dimming） を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 画 質 改 善 部 ４ ２ は 、 シ ス テ ム ４ ０ か ら 入 力 さ れ る 第 １ 垂 直 ／ 水 平 同 期 信 号 （ Vsyn
c１ , Hsync１ ） 、 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｄ Ｃ Ｌ Ｋ １ ） 、 第 １ デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 （ Ｄ Ｅ １
） を 用 い て 第 ２ デ ー タ （ Ro,Go,Bo） に 同 期 す る 第 ２ 垂 直 ／ 水 平 同 期 信 号 （ Vsync２ , Hsync
２ ） 、 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｄ Ｃ Ｌ Ｋ ２ ） 、 第 ２ デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 （ Ｄ Ｅ ２ ） を 生 成 す
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の た め 、 画 質 改 善 部 ４ ２ は 、 図 ３ の よ う に 、 第 １ デ ー タ （ Ri,Gi,Bi） を 用 い て 第 ２ デ
ー タ （ Ro,Go,Bo） を 生 成 す る た め の 画 像 信 号 変 調 手 段 １ ０ ０ と 、 画 像 信 号 変 調 手 段 １ ０ ０
の 制 御 に よ り 明 る さ 制 御 信 号 （ Dimming） を 生 成 す る た め の バ ッ ク ラ イ ト 制 御 手 段 １ ０ ２
及 び 第 ２ 垂 直 ／ 水 平 同 期 信 号 （ Vsync２ ,Hsync２ ） 、 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｄ Ｃ Ｌ Ｋ ２ ） 、
第 ２ デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 （ Ｄ Ｅ ２ ） を 生 成 す る た め の 制 御 部 １ ２ ２ と を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 制 御 部 １ ２ ２ は 、 シ ス テ ム ４ ０ か ら 入 力 さ れ る 第 １ 垂 直 ／ 水 平 同 期 信 号 （ Vsync１ , Hsy
nc１ ） 、 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｄ Ｃ Ｌ Ｋ １ ） 及 び 第 １ デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 （ Ｄ Ｅ １ ） を 受
信 す る 。 ま た 、 制 御 部 １ ２ ２ は 、 第 ２ デ ー タ （ Ro,Go,Bo） に 同 期 す る よ う に 第 ２ 垂 直 ／ 水
平 同 期 信 号 （ Vsync２ , Hsync２ ） 、 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｄ Ｃ Ｌ Ｋ ２ ） 及 び 第 ２ デ ー タ イ ネ
ー ブ ル 信 号 （ Ｄ Ｅ ２ ） を 生 成 し て タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 画 像 信 号 変 調 手 段 １ ０ ０ は 、 第 １ デ ー タ （ Ri,Gi,Bi） か ら 輝 度 成 分 Ｙ を 抽 出 し て 、 抽 出
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さ れ た 輝 度 成 分 Ｙ を 用 い て 明 暗 比 が 部 分 的 に 強 調 さ れ た 第 ２ デ ー タ （ Ro,Go,Bo） を 生 成 す
る 。 こ の た め 、 画 像 信 号 変 調 手 段 １ ０ ０ は 、 輝 度 ／ 色 分 離 部 １ ０ ４ 、 遅 延 部 １ ０ ６ 、 輝 度
／ 色 ミ キ シ ン グ 部 １ ０ ８ 、 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 １ １ ０ 、 記 憶 部 １ １ ２ 、 平 均 値 算 出 部 １ １
４ 、 デ ー タ 処 理 部 １ １ ６ 及 び 加 重 値 付 与 部 １ ２ ４ を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 輝 度 ／ 色 分 離 部 １ ０ ４ は 、 第 １ デ ー タ （ Ri,Gi,Bi） を 輝 度 成 分 Ｙ 及 び 色 差 成 分 Ｕ ， Ｖ に
分 離 す る 。 こ こ で 、 輝 度 成 分 Ｙ 及 び 色 差 成 分 Ｕ ， Ｖ の そ れ ぞ れ は 式 （ １ ） 乃 至 （ ３ ） に よ
り 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 Ｙ ＝ ０ ． ２ ２ ９ × Ri＋ ０ ． ５ ８ ７ × Gi＋ ０ ． １ １ ４ × Bi　 　 　 （ １ ）
　 Ｕ ＝ ０ ． ４ ９ ３ × （ Bi－ Ｙ ） 　 　 　 （ ２ ）
　 Ｖ ＝ ０ ． ８ ８ ７ × （ Ri－ Ｙ ） 　 　 　 （ ３ ）
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 式 （ １ ） で 輝 度 成 分 Ｙ を 求 め る た め の 常 数 値 （ ０ ． ２ ２ ９ , ０ ． ５ ７ ８ , ０ ． １ １ ４ ）
は 、 輝 度 成 分 の 分 布 を 調 節 す る た め に 少 し ず つ 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 １ １ ０ は 、 輝 度 成 分 Ｙ を フ レ ー ム 単 位 の 階 調 に 区 分 す る 。 言 い 換 え
る と 、 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 １ １ ０ は 、 フ レ ー ム 単 位 で 輝 度 成 分 Ｙ を 階 調 に 対 応 す る よ う に
配 置 し て 図 ５ Ａ 乃 至 図 ５ Ｄ の よ う な ヒ ス ト グ ラ ム を 得 る 。 こ こ で 、 ヒ ス ト グ ラ ム の 形 は 第
１ デ ー タ （ Ri,Gi,Bi） の 輝 度 成 分 に 対 応 し て 多 様 に 設 定 さ れ る 。 そ し て 、 ヒ ス ト グ ラ ム で
Ｘ 軸 は 階 調 値 を 示 し 、 Ｙ 軸 は 階 調 の 頻 度 数 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 記 憶 部 １ １ ２ は 、 現 在 フ レ ー ム に 隣 接 し た 少 な く と も 二 つ の フ レ ー ム 分 の ヒ ス ト グ ラ ム
を 記 憶 す る 。 実 際 に 、 記 憶 部 １ １ ２ に は 、 現 在 フ レ ー ム に 隣 接 し た 複 数 フ レ ー ム 分 の ヒ ス
ト グ ラ ム が 記 憶 さ れ る 。 例 え ば 、 記 憶 部 １ １ ２ に は 、 現 在 フ レ ー ム に 隣 接 し た １ ０ 個 の フ
レ ー ム 分 の ヒ ス ト グ ラ ム が 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 加 重 値 付 与 部 １ ２ ４ は 、 記 憶 部 １ １ ２ に 記 憶 さ れ た 複 数 の フ レ ー ム 分 の ヒ ス ト グ ラ ム に
加 重 値 を 付 与 す る 。 こ の 時 、 加 重 値 付 与 部 １ ２ ４ は 、 現 在 フ レ ー ム に 隣 接 す る ほ ど さ ら に
高 い 加 重 値 を 付 与 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 例 え ば 、 加 重 値 付 与 部 １ ２ ４ は 、 記 憶 部 １ １ ２ に 記 憶 さ れ た ヒ ス ト グ ラ ム に 式 （ ４ ） の
よ う に 加 重 値 を 付 与 す る こ と が で き る 。
　 H_gram 5 × ｉ ＋ H_gram 4 × ２ ｉ ＋ H_gram 3 × ３ ｉ ＋ H_gram 2 × ４ ｉ ＋ H_gram 1 × ５ ｉ 　 （ ４
）
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 式 （ ４ ） に お い て 、 "H_gram X "の H_gramは ヒ ス ト グ ラ ム を 示 す 。 ま た 、 "X"は フ レ ー ム の
位 置 を 示 す 。 こ こ で 、 "X"の 値 が 大 き い ほ ど 現 在 フ レ ー ム か ら 遠 い ヒ ス ト グ ラ ム を 示 し 、 "
X"の 値 が 小 さ い ほ ど 現 在 フ レ ー ム に 近 い ヒ ス ト グ ラ ム を 示 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 式 （ ４ ） を 参 照 す る と 、 加 重 値 付 与 部 １ ２ ４ は 、 現 在 フ レ ー ム で 近 い フ レ ー ム で あ れ ば
あ る ほ ど 高 い 加 重 値 （ ｉ ） を 付 与 す る 。 ま た 、 現 在 フ レ ー ム か ら 遠 い フ レ ー ム で あ る ほ ど
低 い 加 重 値 （ ｉ ） を 付 与 す る 。 す な わ ち 、 確 率 的 に 現 在 フ レ ー ム に 近 い フ レ ー ム で あ れ ば
あ る ほ ど 現 在 表 示 さ れ る 画 像 と 類 似 し た 画 像 を 持 つ の で 、 現 在 フ レ ー ム に 近 い フ レ ー ム で
あ れ ば あ る ほ ど 高 い 加 重 値 を 付 与 す る こ と に よ っ て 平 均 値 算 出 部 １ １ ４ に よ り 現 在 フ レ ー
ム で 表 示 さ れ る 画 像 と 類 似 の パ タ ー ン を 持 つ 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 平 均 値 算 出 部 １ １ ４ は 、 記 憶 部 １ １ ２ に 含 ま れ た ヒ ス ト グ ラ ム の 平 均 を 算 出 す る 。 例 え
ば 、 記 憶 部 １ １ ２ に は 、 図 ５ Ａ 乃 至 図 ５ Ｄ の よ う な 形 で 記 憶 部 １ １ ２ に 記 憶 さ れ て い る そ
れ ぞ れ の 階 調 値 を 平 均 値 に 変 換 し て 一 つ の ヒ ス ト グ ラ ム （ 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム ） を 生 成 す る
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。 こ こ で 、 加 重 値 付 与 部 １ ２ ４ か ら 付 与 さ れ た 加 重 値 に よ り 現 在 フ レ ー ム に 近 い フ レ ー ム
で あ れ ば あ る ほ ど 平 均 値 算 出 部 １ １ ４ で 生 成 さ れ る 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム に 多 い 影 響 を 与 え る
よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 デ ー タ 処 理 部 １ １ ６ は 、 平 均 値 算 出 部 １ １ ４ で 算 出 さ れ た 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム を 用 い て 明
暗 比 が 強 調 さ れ た 変 調 さ れ た 輝 度 成 分 Ｙ Ｍ を 生 成 す る 。 デ ー タ 処 理 部 １ １ ６ で 明 暗 比 が 強
調 さ れ た 変 調 さ れ た 輝 度 成 分 Ｙ Ｍ を 生 成 す る 方 法 と し て は 多 様 な 方 法 が 利 用 す る こ と が で
き る 。 例 え ば 、 デ ー タ 処 理 部 １ １ ６ で 明 暗 比 が 拡 張 さ れ る よ う に 変 調 す る 方 法 は 本 出 願 人
に よ り 既 に 出 願 さ れ た 韓 国 出 願 番 号 "２ ０ ０ ３ － ０ ３ ６ ２ ８ ９ "、 "２ ０ ０ ３ － ０ ４ ０ １ ２
７ "、 "２ ０ ０ ３ － ０ ４ １ １ ２ ７ "、 "２ ０ ０ ３ － ８ ０ １ ７ ７ "、 "２ ０ ０ ３ － ８ １ １ ７ １ "、 "
２ ０ ０ ３ － ８ １ １ ７ ２ "、 "２ ０ ０ ３ － ８ １ １ ７ ３ "、 "２ ０ ０ ３ － ８ １ １ ７ ５ "な ど に よ り
記 述 さ れ て い る 。 同 時 に 、 デ ー タ 処 理 部 １ １ ６ で 明 暗 比 が 拡 張 さ れ る よ う に す る 多 様 な 方
法 は 公 知 で あ る 。 デ ー タ 処 理 部 １ １ ６ の 動 作 は 、 本 出 願 人 に よ り 既 に 出 願 さ れ た 方 法 ま た
は 現 在 公 知 の 方 法 が 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 遅 延 部 １ ０ ６ は 、 デ ー タ 処 理 部 １ １ ６ で 変 調 さ れ た 輝 度 成 分 Ｙ Ｍ が 生 成 さ れ る ま で 色 差
成 分 Ｕ ， Ｖ を 遅 延 さ せ る 。 ま た 、 遅 延 部 １ ０ ６ は 、 変 調 さ れ た 輝 度 成 分 Ｙ Ｍ と 同 期 す る よ
う に 遅 延 さ れ た 色 差 成 分 Ｕ Ｄ ， Ｖ Ｄ を 輝 度 ／ 色 ミ キ シ ン グ 部 １ ０ ８ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 輝 度 ／ 色 ミ キ シ ン グ 部 １ ０ ８ は 、 変 調 さ れ た 輝 度 成 分 Ｙ Ｍ 及 び 遅 延 さ れ た 色 差 成 分 Ｕ Ｄ
， Ｖ Ｄ を 用 い て 第 ２ デ ー タ （ Ro,Go,Bo） を 生 成 す る 。 第 ２ デ ー タ （ Ro,Go,Bo） は 式 （ ５ ）
乃 至 （ ７ ） に よ り 求 め ら れ る 。
　 Ｒ ＝ Ｙ ＋ ０ ． ０ ０ ０ × Ｕ ＋ １ ． １ ４ ０ × Ｖ 　 　 　 　 　 （ ５ ）
　 Ｇ ＝ Ｙ － ０ ． ３ ９ ６ × Ｕ － ０ ． ５ ８ １ × Ｖ 　 　 　 　 　 （ ６ ）
　 Ｂ ＝ Ｙ ＋ ２ ． ０ ２ ９ × Ｕ ＋ ０ ． ０ ０ ０ × Ｖ 　 　 　 　 　 （ ７ ）
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ こ で 、 第 ２ デ ー タ （ Ro,Go,Bo） は 、 明 暗 比 が 強 調 さ れ た 変 調 さ れ た 輝 度 成 分 Ｙ Ｍ に よ
り 生 成 さ れ る か ら 第 １ デ ー タ （ Ri,Gi,Bi） に 比 較 し て 明 暗 比 が 拡 張 さ れ る よ う に な る 。 こ
の よ う な 第 ２ デ ー タ （ Ro,Go,Bo） は タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 バ ッ ク ラ イ ト 制 御 手 段 １ ０ ２ は 、 平 均 値 算 出 部 １ １ ４ か ら 制 御 値 を 抽 出 し て 、 抽 出 さ れ
た 制 御 値 を 用 い て 明 る さ 制 御 信 号 （ Dimming） を 生 成 す る 。 こ こ で 、 制 御 値 は バ ッ ク ラ イ
ト ３ ８ の 輝 度 が 変 化 さ れ る よ う に す る 値 で 多 様 に 設 定 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 制 御 値
で 最 頻 値 （ 一 フ レ ー ム の ヒ ス ト グ ラ ム で 最 も 最 も 多 く 存 在 す る 階 調 値 ） ま た は 平 均 値 （ 一
フ レ ー ム 階 調 の 平 均 値 ） を 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の よ う な バ ッ ク ラ イ ト 制 御 手 段 １ ０ ２ は 、 制 御 値 抽 出 部 １ １ ８ 及 び バ ッ ク ラ イ ト 制 御
部 １ ２ ０ を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 制 御 値 抽 出 部 １ １ ８ は 、 平 均 値 算 出 部 １ １ ４ か ら 算 出 さ れ た 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム か ら 制 御
値 を 抽 出 し て バ ッ ク ラ イ ト 制 御 部 １ ２ ０ に 供 給 す る 。 バ ッ ク ラ イ ト 制 御 部 １ ２ ０ は 、 図 ４
の よ う に 、 輝 度 成 分 Ｙ の 階 調 を 複 数 の 領 域 に 分 け て 、 そ れ ぞ れ の 領 域 ご と に 互 い に 異 な る
輝 度 の 光 が 供 給 さ れ る こ と が で き る よ う に バ ッ ク ラ イ ト ３ ８ を 制 御 す る 。 言 い 換 え る と 、
バ ッ ク ラ イ ト １ ２ ０ は 、 自 分 に 供 給 さ れ る 制 御 値 に 対 応 す る 明 る さ 制 御 信 号 （ Dimming）
を 生 成 す る 。 例 え ば 、 バ ッ ク ラ イ ト 制 御 部 １ ２ ０ は 、 制 御 値 抽 出 部 １ １ ８ か ら １ ３ ０ の 制
御 値 が 供 給 さ れ る 場 合 、 １ ３ ０ の 階 調 に 対 応 す る 光 が 生 成 さ れ る こ と が で き る よ う に 明 る
さ 制 御 信 号 （ Dimming） を 生 成 す る 。 及 び 、 バ ッ ク ラ イ ト 制 御 部 １ ２ ０ は 制 御 値 抽 出 部 １
１ ８ か ら １ ０ ０ の 制 御 値 が 供 給 さ れ る 場 合 、 １ ３ ０ よ り 一 段 階 低 い 光 が 生 成 さ れ る こ と が
で き る よ う に 明 る さ 制 御 信 号 （ Dimming） を 生 成 す る 。  
【 ０ ０ ５ ０ 】
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バ ッ ク ラ イ ト 制 御 部 １ ２ ０ で 生 成 さ れ た 明 る さ 制 御 信 号 （ Dimming） は イ ン バ ー タ ３ ６ に
供 給 さ れ る 。 イ ン バ ー タ ３ ６ は 、 明 る さ 制 御 信 号 （ Dimming） に 対 応 し て バ ッ ク ラ イ ト ３
８ を 制 御 す る こ と に よ っ て 明 る さ 制 御 信 号 （ Dimming） に 対 応 す る 光 が 液 晶 パ ネ ル ２ ２ に
供 給 さ れ る よ う に す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 で は 、 少 な く と も ２ フ レ ー ム 以 上 の ヒ ス ト グ ラ ム を 用 い て 平 均 ヒ ス
ト グ ラ ム を 生 成 し 、 そ の 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム を 用 い て 明 暗 比 が 強 調 さ れ た 第 ２ デ ー タ （ Ro,G
o,Bo） を 生 成 す る の で 、 従 来 に 比 較 し て ダ イ ナ ミ ッ ク な 画 像 を 表 示 す る こ と が で き る 。 同
時 に 、 本 発 明 で は 、 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム か ら 制 御 値 を 抽 出 し て 、 抽 出 さ れ た 制 御 値 を 用 い て
バ ッ ク ラ イ ト ３ ８ の 輝 度 を 制 御 す る こ と に よ っ て 従 来 に 比 較 し て 力 動 的 で ダ イ ナ ミ ッ ク な
画 像 を 表 示 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 で は 、 複 数 の フ レ ー ム の 結 果 を 用 い て 輝 度 を
制 御 す る の で 、 ノ イ ズ な ど に よ り 液 晶 パ ネ ル ２ ２ の 輝 度 が 急 激 に 変 化 す る こ と を 防 止 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 し か し 、 図 ３ の よ う な 本 発 明 の 画 質 改 善 部 ４ ２ で は 静 止 画 を 表 示 す る 場 合 に も デ ー タ 及
び バ ッ ク ラ イ ト ３ ８ の 輝 度 を 変 更 す る の で 、 表 示 品 質 が 低 下 す る 場 合 が あ る 。 こ れ を 詳 し
く 説 明 す る 。 液 晶 パ ネ ル ２ ２ は 、 ノ ー ト ブ ッ ク モ ニ タ ー 、 デ ス ク ト ッ プ モ ニ タ ー 及 び 一 般
テ レ ビ な ど 多 様 に 利 用 さ れ て い る 。 こ こ で 、 液 晶 パ ネ ル ２ ２ が モ ニ タ ー に 利 用 さ れ る 場 合
、 （ TV信 号 を 表 示 す る 場 合 に も 静 止 画 を 表 示 す る こ と が で き る ） 多 様 な 静 止 画 を 表 示 す る
場 合 が 発 生 す る 。 し か し 、 図 ３ の よ う な 本 発 明 の 画 質 改 善 部 ４ ２ で は 静 止 画 を 表 示 す る 場
合 に も 輝 度 が 変 更 さ れ る の で 、 こ れ に よ っ て 表 示 品 質 が 低 下 す る 心 配 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う な 短 所 を 補 完 す る た め に 、 図 ６ の よ う な 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に よ る 画 質 改
善 部 ４ ２ が 提 案 さ れ る 。 図 ６ を 説 明 す る 時 、 図 ３ に 図 示 さ れ た 画 質 改 善 部 と 同 一 な 機 能 を
す る ブ ロ ッ ク は 同 一 符 号 を 付 し て そ の 説 明 は 省 略 す る こ と に す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ６ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に よ る 画 質 改 善 部 ４ ２ は 、 第 １ デ ー タ （ Ri
,Gi,Bi） を 用 い て 第 ２ デ ー タ （ Ro,Go,Bo） を 生 成 す る た め の 画 像 信 号 変 調 手 段 １ ０ ０ と 、
画 像 信 号 変 調 手 段 １ ０ ０ の 制 御 に よ り 明 る さ 制 御 信 号 （ Dimming） を 生 成 す る た め の バ ッ
ク ラ イ ト 制 御 部 １ ２ １ と 、 第 ２ 垂 直 ／ 水 平 同 期 信 号 （ Vsync２ ,Hsync２ ） 、 第 ２ ク ロ ッ ク
信 号 （ Ｄ Ｃ Ｌ Ｋ ２ ） 、 第 ２ デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 （ Ｄ Ｅ ２ ） を 生 成 す る た め の 制 御 部 １ ２
２ と 、 静 止 画 ま た は 動 画 を 判 別 す る た め の 画 像 判 別 部 １ ３ １ と 、 画 像 判 別 部 １ ３ １ の 制 御
に よ り 駆 動 さ れ る 選 択 部 １ ３ ２ と を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 制 御 部 １ ２ ２ は 、 シ ス テ ム ４ ０ か ら 入 力 さ れ る 第 １ 垂 直 ／ 水 平 同 期 信 号 （ Vsync１ , Hsy
nc１ ） 、 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｄ Ｃ Ｌ Ｋ １ ） 及 び 第 １ デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 （ Ｄ Ｅ １ ） を 受
信 す る 。 ま た 、 制 御 部 １ ２ ２ は 、 選 択 部 １ ３ ２ か ら 出 力 さ れ る 第 １ デ ー タ （ Ri,Gi,Bi） ま
た は 第 ２ デ ー タ （ Ro,Go,Bo） に 同 期 す る よ う に 第 ２ 垂 直 ／ 水 平 同 期 信 号 （ Vsync２ , Hsync
２ ） 、 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｄ Ｃ Ｌ Ｋ ２ ） 及 び 第 ２ デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 （ Ｄ Ｅ ２ ） を 生 成
し て タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 画 像 信 号 変 調 手 段 １ ０ ０ は 、 第 １ デ ー タ （ Ri,Gi,Bi） か ら 輝 度 成 分 Ｙ を 抽 出 し 、 抽 出 さ
れ た 輝 度 成 分 Ｙ を 用 い て 明 暗 比 が 強 調 さ れ た 第 ２ デ ー タ （ Ro,Go,Bo） を 生 成 す る 。 こ の た
め 、 画 像 信 号 変 調 手 段 １ ０ ０ は 、 輝 度 ／ 色 分 離 部 １ ０ ４ 、 遅 延 部 １ ０ ６ 、 輝 度 ／ 色 ミ キ シ
ン グ 部 １ ０ ８ 、 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 １ １ ０ 、 記 憶 部 １ １ ２ 、 平 均 値 算 出 部 １ １ ４ 、 デ ー タ
処 理 部 １ １ ６ 及 び 第 １ 加 重 値 付 与 部 １ ２ ４ を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 輝 度 ／ 色 分 離 部 １ ０ ４ は 、 式 （ １ ） 乃 至 （ ３ ） を 用 い て 第 １ デ ー タ （ Ri,Gi,Bi） を 輝 度
成 分 Ｙ 及 び 色 差 成 分 Ｕ ， Ｖ に 分 離 す る 。 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 １ １ ０ は 、 輝 度 成 分 Ｙ を フ レ
ー ム 単 位 の 階 調 に 区 分 し て 図 ５ Ａ 乃 至 図 ５ Ｄ の よ う な ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 す る 。 こ こ で 、
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ヒ ス ト グ ラ ム の 形 は 第 １ デ ー タ （ Ri,Gi,Bi） に 対 応 し て 多 様 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 記 憶 部 １ １ ２ は 、 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 １ １ ０ か ら 供 給 さ れ る ヒ ス ト グ ラ ム を 記 憶 す る 。
こ こ で 、 記 憶 部 １ １ ２ に は 、 現 在 フ レ ー ム に 隣 接 し た 少 な く と も 二 つ の フ レ ー ム 分 の ヒ ス
ト グ ラ ム が 記 憶 さ れ る 。 第 １ 加 重 値 付 与 部 １ ２ ４ は 、 記 憶 部 １ １ ２ に 記 憶 さ れ た ヒ ス ト グ
ラ ム に 加 重 値 を 付 与 す る 。 こ こ で 、 加 重 値 付 与 部 １ ２ ４ は 、 現 在 フ レ ー ム に 隣 接 し た フ レ
ー ム で あ る ほ ど 高 い 加 重 値 を 付 与 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 平 均 値 算 出 部 １ １ ４ は 、 記 憶 部 １ １ ２ に 含 ま れ た ヒ ス ト グ ラ ム の 平 均 を 算 出 す る 。 言 い
換 え る と 、 平 均 値 算 出 部 １ １ ４ は 、 記 憶 部 １ １ ２ に 記 憶 さ れ た 複 数 の ヒ ス ト グ ラ ム を 平 均
値 に 変 換 し て 一 つ の 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 す る 。 こ こ で 、 加 重 値 付 与 部 １ ２ ４ か ら 付 与
さ れ た 加 重 値 に よ り 現 在 フ レ ー ム に 隣 接 し た フ レ ー ム で あ れ ば あ る ほ ど 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム
に 多 い 影 響 を 与 え る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 デ ー タ 処 理 部 １ １ ６ は 、 平 均 値 算 出 部 １ １ ４ で 算 出 さ れ た 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム を 用 い て 明
暗 比 が 強 調 さ れ た 変 調 さ れ た 輝 度 成 分 Ｙ Ｍ を 生 成 す る 。 遅 延 部 １ ０ ６ は 、 デ ー タ 処 理 部 １
１ ６ で 変 調 さ れ た 輝 度 成 分 Ｙ Ｍ が 生 成 さ れ る ま で 色 差 成 分 Ｕ ， Ｖ を 遅 延 し て 輝 度 ／ 色 ミ キ
シ ン グ 部 １ ０ ８ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 輝 度 ／ 色 ミ キ シ ン グ 部 １ ０ ８ は 、 変 調 さ れ た 輝 度 成 分 Ｙ Ｍ 及 び 遅 延 さ れ た 色 差 成 分 Ｕ Ｄ
， Ｖ Ｄ を 用 い て 明 暗 比 が 強 調 さ れ た 第 ２ デ ー タ （ Ro,Go,Bo） を 生 成 す る 。 こ こ で 、 輝 度 ／
色 ミ キ シ ン グ 部 １ ０ ８ は 、 式 （ ５ ） 乃 至 （ ７ ） を 用 い て 第 ２ デ ー タ （ Ro,Go,Bo） を 生 成 す
る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 輝 度 ／ 色 ミ キ シ ン グ 部 １ ０ ８ か ら 生 成 さ れ た 第 ２ デ ー タ （ Ro,Go,Bo） は 選 択 部 １ ３ ２ に
供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 画 像 判 別 部 １ ３ １ は 、 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 １ １ ０ で 分 析 さ れ た ヒ ス ト グ ラ ム と 平 均 値 算
出 部 １ １ ４ で 生 成 さ れ た 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム を 用 い て 液 晶 パ ネ ル ２ ２ に 表 示 さ れ る 画 像 を 判
別 す る 。 言 い 換 え る と 、 画 像 判 別 部 １ ３ １ は 、 液 晶 パ ネ ル ２ ２ に 表 示 さ れ る 画 像 が 動 画 ま
た は 静 止 画 な の か を 判 別 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ の た め 、 画 像 判 別 部 １ ３ １ は 、 第 １ 画 像 判 別 因 子 検 出 部 １ ２ ６ と 、 第 ２ 画 像 判 別 因 子
検 出 部 １ ２ ８ 、 比 較 部 １ ３ ０ 及 び 第 ２ 加 重 値 付 与 部 １ ３ ３ と を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 第 １ 画 像 判 別 因 子 検 出 部 １ ２ ６ は 、 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 １ １ ０ か ら 分 析 さ れ た ヒ ス ト グ
ラ ム か ら 第 １ 画 像 判 別 因 子 を 検 出 す る 。 こ こ で 、 第 １ 画 像 判 別 因 子 は 、 平 均 値 、 最 頻 値 、
中 心 値 、 中 間 値 、 最 大 値 、 最 小 値 及 び 範 囲 値 を 含 む 。 平 均 値 は ヒ ス ト グ ラ ム 階 調 の 平 均 値
を 意 味 す る 。 （ す な わ ち 、 一 フ レ ー ム 階 調 の 平 均 値 ）  最 頻 値 は ヒ ス ト グ ラ ム で 最 高 頻 度
数 を 持 つ 階 調 値 を 意 味 す る 。 中 心 値 は ヒ ス ト グ ラ ム に 現 わ れ た 階 調 値 を 頻 度 数 に 従 っ て 並
べ る 時 、 そ の 中 間 に 位 置 す る 値 を 意 味 す る 。 例 え ば 、 "１ "の 階 調 ３ 回 、 "２ "の 階 調 １ 回 、
"３ "の 階 調 ２ 回 、 "４ "の 階 調 １ 回 の ヒ ス ト グ ラ ム で 階 調 値 を 頻 度 数 に 従 っ て 並 べ る と 、 "
１ １ １ ２ ３ ３ ４ "の よ う に 現 わ れ て 、 こ こ で 中 間 に 位 置 す る 値 は "２ "で あ る か ら 中 心 値 は "
２ "に 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 中 間 値 は 、 ヒ ス ト グ ラ ム で 最 大 階 調 値 及 び 最 小 階 調 値 の 間 に 現 わ れ る 中 間 階 調 値 を 意 味
す る 。 最 大 値 は 、 ヒ ス ト グ ラ ム で 示 す 最 大 階 調 値 を 意 味 す る 。 最 小 値 は 、 ヒ ス ト グ ラ ム で
現 わ れ る 最 小 階 調 値 を 意 味 す る 。 範 囲 値 は 、 ヒ ス ト グ ラ ム に 現 わ れ る 階 調 値 の 範 囲 値 と し
て 最 大 階 調 値 か ら 最 小 階 調 値 を 減 し て 求 め ら れ る 。 第 １ 画 像 判 別 因 子 検 出 部 １ ２ ６ で 第 １
画 像 判 別 因 子 が 検 出 さ れ た 後 、 第 ２ 加 重 値 付 与 部 １ ３ ３ は そ れ ぞ れ の 判 別 因 子 に 所 定 の 加
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重 値 を 付 与 す る 。 実 際 に 、 第 ２ 加 重 値 付 与 部 １ ３ ３ は 、 判 断 の 信 頼 度 を 高 め る よ う に 画 像
の 特 徴 を 示 す こ と が で き る 判 別 因 子 に 高 い 加 重 値 を 付 与 す る 。 例 え ば 、 第 ２ 加 重 値 付 与 部
１ ３ ３ は 、 画 像 の 特 徴 を 最 も 最 も よ く 示 す こ と が で き る 平 均 値 及 び 最 頻 値 に 最 も 高 い 加 重
値 を 付 与 し て 、 範 囲 値 に 中 間 加 重 値 を 付 与 す る 。 ま た 、 第 ２ 加 重 値 付 与 部 １ ３ ３ は 、 最 大
値 、 最 小 値 、 中 心 値 及 び 中 間 値 に 低 い 加 重 値 を 付 与 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 第 ２ 加 重 値 付 与 部 １ ３ ３ か ら 第 １ 画 像 判 別 因 子 に 加 重 値 が 付 与 さ れ た 後 、 第 １ 画 像 判 別
因 子 検 出 部 １ ２ ６ は 、 加 重 値 が 付 与 さ れ た 判 別 因 子 を 一 つ の 値 （ 以 後 、 "第 １ 判 別 因 子 "と
い う ） に 変 換 し た 後 、 比 較 部 １ ３ ０ に 供 給 す る 。 こ こ で 、 複 数 の 判 別 因 子 を 一 つ の 値 に 変
換 す る 方 法 は 多 様 に 設 定 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 そ れ ぞ れ の 値 を 加 え る と か 、 加 え た
値 を 第 １ 画 像 判 別 因 子 の 数 に 分 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 第 ２ 画 像 判 別 因 子 検 出 部 １ ２ ８ は 、 平 均 値 算 出 部 １ １ ４ か ら 分 析 さ れ た 平 均 ヒ ス ト グ ラ
ム か ら 第 ２ 画 像 判 別 因 子 を 検 出 す る 。 こ こ で 、 第 ２ 画 像 判 別 因 子 は 、 平 均 値 、 最 頻 値 、 中
心 値 、 中 間 値 、 最 大 値 、 最 小 値 及 び 範 囲 値 を 含 む 。 第 ２ 画 像 判 別 因 子 検 出 部 １ ２ ８ で 第 ２
画 像 判 別 因 子 が 検 出 さ れ た 後 、 第 ２ 加 重 値 付 与 部 １ ３ ３ は そ れ ぞ れ の 判 別 因 子 に 所 定 の 加
重 値 を 付 与 す る 。 こ こ で 、 第 ２ 加 重 値 付 与 部 １ ３ ３ は 第 １ 画 像 判 別 因 子 と 同 一 な 加 重 値 を
第 ２ 画 像 判 別 因 子 で 付 与 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 第 ２ 加 重 値 付 与 部 １ ３ ３ か ら 第 ２ 画 像 判 別 因 子 に 加 重 値 が 付 与 さ れ た 後 、 第 ２ 画 像 判 別
因 子 検 出 部 １ ２ ８ は 、 加 重 値 が 付 与 さ れ た 判 別 因 子 を 一 つ の 値 （ 以 後 "第 ２ 判 別 因 子 "と い
う ） に 変 換 し た 後 、 比 較 部 １ ３ ０ に 供 給 す る 。 こ こ で 、 第 ２ 判 別 因 子 を 生 成 す る 算 式 は 第
１ 判 別 因 子 を 生 成 す る 算 式 と 同 一 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 比 較 部 １ ３ ０ は 、 第 １ 判 別 因 子 と 第 ２ 判 別 因 子 の 類 似 性 を 検 出 す る 。 例 え ば 、 比 較 部 １
３ ０ は 、 第 １ 判 別 因 子 及 び 第 ２ 判 別 因 子 が 予 め 設 定 さ れ た 所 定 の 範 囲 内 に 含 ま れ た 場 合 、
現 在 表 示 さ れ て い る 画 像 を 静 止 画 と し て 判 断 し 、 そ の 以 外 の 場 合 に は 現 在 表 示 さ れ て い る
画 像 を 動 画 と 判 断 す る 。 こ こ で 、 所 定 の 範 囲 は 、 液 晶 パ ネ ル ２ ２ の イ ン チ 及 び 解 像 度 な ど
に よ り 多 様 に 設 定 さ れ る 。 実 際 に 、 所 定 の 範 囲 は 、 液 晶 パ ネ ル ２ ２ の イ ン チ 及 び 解 像 度 を
考 慮 し て 実 験 的 に 決 ま る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 一 方 、 比 較 部 １ ３ ０ は 、 現 在 表 示 さ れ る 画 像 が 静 止 画 と し て 判 断 さ れ る 場 合 、 第 １ 制 御
信 号 を 選 択 部 １ ３ ２ 及 び バ ッ ク ラ イ ト 制 御 部 １ ２ １ に 供 給 し て 、 そ の 以 外 の 場 合 （ 動 画 ）
に は 第 ２ 制 御 信 号 を 選 択 部 １ ３ ２ 及 び バ ッ ク ラ イ ト 制 御 部 １ ２ １ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 選 択 部 １ ３ ２ は 、 第 １ 制 御 信 号 が 供 給 さ れ る 場 合 、 第 １ デ ー タ （ Ri,Gi,Bi） を タ イ ミ ン
グ コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ に 供 給 し 、 第 ２ 制 御 信 号 が 供 給 さ れ る 場 合 、 第 ２ デ ー タ （ Ro,Go,Bo）
を タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 バ ッ ク ラ イ ト 制 御 部 １ ２ １ は 、 第 ２ 制 御 信 号 が 供 給 さ れ る 場 合 、 第 ２ 判 別 因 子 に 対 応 す
る 輝 度 の 光 が 供 給 さ れ る よ う に 明 る さ 制 御 信 号 （ Dimming） を 生 成 す る 。 す な わ ち 、 バ ッ
ク ラ イ ト 制 御 部 １ ２ １ は 、 液 晶 パ ネ ル ２ ２ で 動 画 が 表 示 さ れ る 場 合 、 力 動 的 で 鮮 や か な 画
像 が 表 示 さ れ る よ う に 第 ２ 判 別 因 子 に 対 応 す る 明 る さ 制 御 信 号 （ Dimming） を 生 成 し て イ
ン バ ー タ ３ ６ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ま た 、 バ ッ ク ラ イ ト 制 御 部 １ ２ １ は 、 第 １ 制 御 信 号 が 供 給 さ れ る 場 合 、 予 め 設 定 さ れ た
輝 度 の 光 （ 例 え ば 、 従 来 と 同 一 な 輝 度 の 光 ） が 生 成 さ れ る よ う に 明 る さ 制 御 信 号 （ Dimmin
g） を 生 成 す る 。 す な わ ち 、 バ ッ ク ラ イ ト 制 御 部 ２ １ は 、 液 晶 パ ネ ル ２ ２ で 静 止 画 が 表 示
さ れ る 場 合 、 一 定 の 輝 度 の 光 が 供 給 さ れ る よ う に 明 る さ 制 御 信 号 （ Dimming） を 生 成 す る
こ と に よ っ て 静 止 画 を 表 示 す る 間 に 輝 度 が 変 化 さ れ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ７ ５ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に よ る 画 質 改 善 部 ４ ２ で は 、 液 晶 パ ネ ル ２ ２
で 静 止 画 を 表 示 す る 場 合 、 外 部 か ら 入 力 さ れ た 第 １ デ ー タ （ Ri,Gi,Bi） を 出 力 す る と 共 に
バ ッ ク ラ イ ト で 一 定 の 輝 度 の 光 が 供 給 さ れ る よ う に す る こ と に よ っ て 輝 度 が 変 化 さ れ る こ
と を 防 止 す る こ と が で き 、 液 晶 パ ネ ル ２ ２ で 動 画 を 表 示 す る 場 合 、 第 ２ デ ー タ （ Ro,Go,Bo
） を 出 力 す る と 共 に バ ッ ク ラ イ ト の 輝 度 を 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 明 暗 比 が 強 調 さ れ た 力
動 的 な 画 像 を 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 一 方 、 図 ６ に 図 示 さ れ た 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に よ る 画 質 改 善 部 ４ ２ は 、 液 晶 パ ネ ル
２ ２ の 全 領 域 の 輝 度 を 分 析 す る よ う に な る 。 し か し 、 こ の よ う に 液 晶 パ ネ ル ２ ２ の 全 領 域
の 輝 度 を 分 析 す る よ う に な る と 、 実 際 に 表 示 さ れ る 画 像 に 対 応 し て 正 確 な 輝 度 の 制 御 が 困
難 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 こ れ を 詳 し く 説 明 す る 。 液 晶 パ ネ ル ２ ２ に は 多 様 な 画 像 が 表 示 さ れ る 。 例 え ば 、 Ｄ Ｖ Ｄ
の 画 像 を 表 示 す る 場 合 、 図 ７ Ａ の よ う に 液 晶 パ ネ ル ２ ２ の 上 側 部 ２ ０ ０ 及 び 下 側 部 ２ ０ ２
で は 静 止 画 が 表 示 さ れ る よ う に な る （ 意 外 に も 上 側 部 ２ ０ ０ 及 び ／ ま た は 下 側 部 ２ ０ ２ に
静 止 画 が 表 示 さ れ る 場 合 が た く さ ん あ る ） 。 し た が っ て 、 液 晶 パ ネ ル ２ ２ の 全 領 域 で 輝 度
を 分 析 す る よ う に な る と 静 止 画 を 除 外 し た 実 際 に 表 示 さ れ る 画 像 に 対 応 す る 輝 度 を 正 確 に
制 御 す る こ と が で き な い 問 題 点 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 こ の よ う な 問 題 点 を 克 復 す る た め に 、 図 ８ の よ う な 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に よ る 画 質
改 善 部 ４ ２ が 提 案 さ れ る 。 図 ８ を 説 明 す る 時 、 図 ６ に 図 示 さ れ た 画 質 改 善 部 と 同 一 な 機 能
を す る ブ ロ ッ ク は 同 一 符 号 を 付 し て 簡 略 に 説 明 す る こ と に す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 ８ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に よ る 画 質 改 善 部 ４ ２ は 、 第 １ デ ー タ （ Ri
,Gi,Bi） を 用 い て 第 ２ デ ー タ （ Ro,Go,Bo） を 生 成 す る た め の 画 像 信 号 変 調 手 段 １ ０ ０ と 、
画 像 信 号 変 調 手 段 １ ０ ０ の 制 御 に よ り 明 る さ 制 御 信 号 （ Dimming） を 生 成 す る た め の バ ッ
ク ラ イ ト 制 御 部 １ ２ １ と 、 第 ２ 垂 直 ／ 水 平 同 期 信 号 （ Vsync２ ,Hsync２ ） 、 第 ２ ク ロ ッ ク
信 号 （ Ｄ Ｃ Ｌ Ｋ ２ ） 、 第 ２ デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 （ Ｄ Ｅ ２ ） を 生 成 す る た め の 制 御 部 １ ２
２ と 、 静 止 画 ま た は 動 画 を 判 別 す る た め の 画 像 判 別 部 １ ３ １ と 、 画 像 判 別 部 １ ３ １ の 制 御
に よ り 駆 動 さ れ る 選 択 部 １ ３ ２ と を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 制 御 部 １ ２ ２ は 、 シ ス テ ム ４ ０ か ら 入 力 さ れ る 第 １ 垂 直 ／ 水 平 同 期 信 号 （ Vsync１ , Hsy
nc１ ） 、 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｄ Ｃ Ｌ Ｋ １ ） 及 び 第 １ デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 （ Ｄ Ｅ １ ） を 受
信 す る 。 及 び 、 制 御 部 １ ２ ２ は 選 択 部 １ ３ ２ か ら 出 力 さ れ る 第 １ デ ー タ （ Ri,Gi,Bi） ま た
は 第 ２ デ ー タ （ Ro,Go,Bo） に 同 期 す る よ う に 第 ２ 垂 直 ／ 水 平 同 期 信 号 （ Vsync２ , Hsync２
） 、 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｄ Ｃ Ｌ Ｋ ２ ） 及 び 第 ２ デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 （ Ｄ Ｅ ２ ） を 生 成 し
て タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 画 像 信 号 変 調 手 段 １ ０ ０ は 、 第 １ デ ー タ （ Ri,Gi,Bi） か ら 輝 度 成 分 Ｙ を 抽 出 し て 、 抽 出
さ れ た 輝 度 成 分 Ｙ 中 一 部 領 域 の 輝 度 成 分 （ YA） を 用 い て 明 暗 比 が 強 調 さ れ た 第 ２ デ ー タ （
Ro,Go,Bo） を 生 成 す る 。 こ の た め に 、 画 像 信 号 変 調 手 段 １ ０ ０ は 輝 度 ／ 色 分 離 部 １ ０ ４ 、
遅 延 部 １ ０ ６ 、 輝 度 ／ 色 ミ キ シ ン グ 部 １ ０ ８ 、 領 域 設 定 部 １ ８ ０ 、 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 １
５ ２ 、 記 憶 部 １ ５ ４ 、 平 均 値 算 出 部 １ ５ ６ 、 デ ー タ 処 理 部 １ １ ６ 及 び 第 １ 加 重 値 付 与 部 １
２ ４ を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 輝 度 ／ 色 分 離 部 １ ０ ４ は 、 式 （ １ ） 乃 至 （ ３ ） を 用 い て 第 １ デ ー タ （ Ri,Gi,Bi） を 輝 度
成 分 Ｙ 及 び 色 差 成 分 Ｕ ， Ｖ に 分 離 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 領 域 設 定 部 １ ８ ０ は 、 液 晶 パ ネ ル ２ ２ の 一 定 の 領 域 に 供 給 さ れ る デ ー タ の 輝 度 成 分 （ YA
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） を 抽 出 す る 。 例 え ば 、 領 域 設 定 部 １ ８ ０ は 、 図 ７ Ｂ の よ う に 液 晶 パ ネ ル ２ ２ の 中 心 部 に
供 給 さ れ る デ ー タ の 輝 度 成 分 （ YA） を 抽 出 す る よ う に な る 。 こ の よ う に 液 晶 パ ネ ル ２ ２ の
中 心 部 に 供 給 さ れ る デ ー タ の 輝 度 成 分 （ YA） が 抽 出 さ れ る よ う に な る と 上 側 部 ２ ０ ０ 及 び
下 側 部 ２ ０ ２ に 供 給 さ れ る デ ー タ の 輝 度 成 分 が 含 ま れ な い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 １ ５ ２ は 、 領 域 設 定 部 １ ８ ０ で 抽 出 さ れ た 輝 度 成 分 （ YA） を フ レ ー
ム 単 位 の 階 調 に 区 分 し て ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 す る 。 記 憶 部 １ ５ ４ は 、 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部
１ ５ ２ か ら 供 給 さ れ る ヒ ス ト グ ラ ム を 記 憶 す る 。 こ こ で 、 記 憶 部 １ ５ ４ に は 、 現 在 フ レ ー
ム に 隣 接 し た 少 な く と も 二 つ の フ レ ー ム 分 の ヒ ス ト グ ラ ム が 記 憶 さ れ る 。 第 １ 加 重 値 付 与
部 １ ２ ４ は 、 記 憶 部 １ ５ ４ に 記 憶 さ れ た ヒ ス ト グ ラ ム に 加 重 値 を 付 与 す る 。 こ こ で 、 第 １
加 重 値 付 与 部 １ ２ ４ は 、 現 在 フ レ ー ム に 隣 接 し た フ レ ー ム の ヒ ス ト グ ラ ム で あ る ほ ど 高 い
加 重 値 を 付 与 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 平 均 値 算 出 部 １ ５ ６ は 、 記 憶 部 １ ５ ４ に 含 ま れ た ヒ ス ト グ ラ ム の 平 均 を 算 出 す る 。 言 い
換 え る と 、 平 均 値 算 出 部 １ ５ ６ は 、 記 憶 部 １ ５ ４ に 記 憶 さ れ た 複 数 の ヒ ス ト グ ラ ム を 平 均
値 に 変 換 し て 一 つ の 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 す る 。 こ こ で 、 加 重 値 付 与 部 １ ２ ４ か ら 付 与
さ れ た 加 重 値 に よ り 現 在 フ レ ー ム に 隣 接 し た フ レ ー ム で あ れ ば あ る ほ ど 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム
に 高 い 影 響 を 与 え る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 デ ー タ 処 理 部 １ １ ６ は 、 平 均 値 算 出 部 １ ５ ６ で 算 出 さ れ た 平 均 ヒ ス ト グ ラ ム を 用 い て 輝
度 ／ 色 分 離 部 １ ０ ４ か ら 供 給 さ れ る 輝 度 成 分 Ｙ の 明 暗 比 が 強 調 さ れ る よ う に 変 調 さ れ た 輝
度 成 分 Ｙ Ｍ を 生 成 す る 。 遅 延 部 １ ０ ６ は 、 デ ー タ 処 理 部 １ １ ６ で 変 調 さ れ た 輝 度 成 分 Ｙ Ｍ
が 生 成 さ れ る ま で 色 差 成 分 Ｕ ， Ｖ を 遅 延 し て 輝 度 ／ 色 ミ キ シ ン グ 部 １ ０ ８ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 輝 度 ／ 色 ミ キ シ ン グ 部 １ ０ ８ は 、 変 調 さ れ た 輝 度 成 分 Ｙ Ｍ 及 び 遅 延 さ れ た 色 差 成 分 Ｕ Ｄ
， Ｖ Ｄ を 用 い て 明 暗 比 が 強 調 さ れ た 第 ２ デ ー タ （ Ro,Go,Bo） を 生 成 す る 。 輝 度 ／ 色 ミ キ シ
ン グ 部 １ ０ ８ か ら 生 成 さ れ た 第 ２ デ ー タ （ Ro,Go,Bo） は 選 択 部 １ ３ ２ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 画 像 判 別 部 １ ３ １ は 、 現 在 フ レ ー ム の 画 像 が 静 止 画 ま た は 動 画 な の か を 判 別 す る 。 こ の
た め 、 画 像 判 別 部 １ ３ １ は 、 第 １ 画 像 判 別 因 子 検 出 部 １ ５ ８ と 、 第 ２ 画 像 判 別 因 子 検 出 部
１ ６ ０ 、 比 較 部 １ ６ ２ 及 び 第 ２ 加 重 値 付 与 部 １ ６ １ と を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 第 １ 画 像 判 別 因 子 検 出 部 １ ５ ８ は 、 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 １ ５ ２ か ら 分 析 さ れ た ヒ ス ト グ
ラ ム か ら 第 １ 画 像 判 別 因 子 を 検 出 す る 。 こ こ で 、 第 １ 画 像 判 別 因 子 は 、 平 均 値 、 最 頻 値 、
中 心 値 、 中 間 値 、 最 大 値 、 最 小 値 及 び 範 囲 値 を 含 む 。 第 １ 画 像 判 別 因 子 検 出 部 １ ５ ８ で 第
１ 画 像 判 別 因 子 が 検 出 さ れ た 後 、 第 ２ 加 重 値 付 与 部 １ ６ １ は 画 像 の 特 徴 を 示 す こ と が で き
る 判 別 因 子 に 高 い 加 重 値 を 付 与 す る 。 例 え ば 、 第 ２ 加 重 値 付 与 部 １ ６ １ は 、 平 均 値 及 び 最
頻 値 に 高 い 加 重 値 を 付 与 し て 、 範 囲 値 に 中 間 加 重 値 を 付 与 す る 。 ま た 、 第 ２ 加 重 値 付 与 部
１ ６ １ は 、 最 大 値 、 最 小 値 、 中 心 値 及 び 中 間 値 に 低 い 加 重 値 を 付 与 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 第 ２ 加 重 値 付 与 部 １ ６ １ か ら 第 １ 画 像 判 別 因 子 に 加 重 値 が 付 与 さ れ た 後 、 第 １ 画 像 判 別
因 子 検 出 部 １ ５ ８ は 加 重 値 が 付 与 さ れ た 判 別 因 子 を 所 定 の 算 式 で 計 算 し て 第 １ 判 別 因 子 を
生 成 し 、 生 成 さ れ た 第 １ 判 別 因 子 を 比 較 部 １ ６ ２ に 供 給 す る 。 こ こ で 、 第 １ 判 別 因 子 は 加
重 値 が 付 与 さ れ た 判 別 因 子 を 全 て 加 え て 生 成 さ れ る 。 ま た 、 第 １ 判 別 因 子 は 全 て 加 わ っ た
判 別 因 子 を 所 定 の 値 で 分 け て 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 第 ２ 画 像 判 別 因 子 検 出 部 １ ６ ０ は 、 平 均 値 算 出 部 １ ５ ６ か ら 分 析 さ れ た 平 均 ヒ ス ト グ ラ
ム か ら 第 ２ 画 像 判 別 因 子 を 検 出 す る 。 こ こ で 、 第 ２ 画 像 判 別 因 子 は 、 平 均 値 、 最 頻 値 、 中
心 値 、 中 間 値 、 最 大 値 、 最 小 値 及 び 範 囲 値 を 含 む 。 第 ２ 画 像 判 別 因 子 検 出 部 １ ６ ０ で 第 ２
画 像 判 別 因 子 が 検 出 さ れ た 後 、 第 ２ 加 重 値 付 与 部 １ ６ １ は そ れ ぞ れ の 判 別 因 子 に 所 定 の 加
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重 値 を 付 与 す る 。 こ こ で 、 第 ２ 加 重 値 付 与 部 １ ６ １ は 、 第 １ 画 像 判 別 因 子 と 同 一 な 加 重 値
を 第 ２ 画 像 判 別 因 子 と し て 付 与 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 第 ２ 加 重 値 付 与 部 １ ６ １ か ら 第 ２ 画 像 判 別 因 子 に 加 重 値 が 付 与 さ れ た 後 、 第 ２ 画 像 判 別
因 子 検 出 部 １ ６ ０ は 、 加 重 値 が 付 与 さ れ た 判 別 因 子 を 所 定 の 算 式 で 計 算 し て 第 ２ 判 別 因 子
を 生 成 し 、 生 成 さ れ た 第 ２ 判 別 因 子 を 比 較 部 １ ６ ２ に 供 給 す る 。 第 ２ 判 別 因 子 を 生 成 す る
算 式 は 第 １ 判 別 因 子 を 生 成 す る 算 式 と 同 一 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 比 較 部 １ ６ ２ は 、 第 １ 判 別 因 子 と 第 ２ 判 別 因 子 の 類 似 性 を 検 出 す る 。 例 え ば 、 比 較 部 １
６ ２ は 、 第 １ 判 別 因 子 及 び 第 ２ 判 別 因 子 が 予 め 設 定 さ れ た 所 定 の 範 囲 内 に 含 ま れ た 場 合 現
在 表 示 さ れ る 画 像 を 静 止 画 と し て 判 断 し 、 そ の 以 外 の 場 合 に は 現 在 表 示 さ れ る 画 像 を 動 画
と 判 断 す る 。 こ こ で 、 所 定 範 囲 は 液 晶 パ ネ ル ２ ２ の 大 き さ 及 び 解 像 度 を 考 慮 し て 実 験 的 に
決 ま る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 一 方 、 比 較 部 １ ６ ２ は 、 現 在 表 示 さ れ る 画 像 が 静 止 画 と し て 判 断 さ れ る 場 合 、 第 １ 制 御
信 号 を 選 択 部 １ ３ ２ 及 び バ ッ ク ラ イ ト 制 御 部 １ ２ １ に 供 給 し 、 そ の 以 外 の 場 合 に は 第 ２ 制
御 信 号 を 選 択 部 １ ３ ２ 及 び バ ッ ク ラ イ ト 制 御 部 １ ２ １ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 選 択 部 １ ３ ２ は 、 第 １ 制 御 信 号 が 供 給 さ れ る 場 合 、 第 １ デ ー タ （ Ri,Gi,Bi） を タ イ ミ ン
グ コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ に 供 給 し 、 第 ２ 制 御 信 号 が 供 給 さ れ る 場 合 、 第 ２ デ ー タ （ Ro,Go,Bo）
を タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 バ ッ ク ラ イ ト 制 御 部 １ ２ １ は 、 第 ２ 制 御 信 号 が 供 給 さ れ る 場 合 、 第 ２ 判 別 因 子 に 対 応 す
る 輝 度 の 光 が 供 給 さ れ る よ う に 明 る さ 制 御 信 号 （ Dimming） を 生 成 す る 。 す な わ ち 、 バ ッ
ク ラ イ ト 制 御 部 １ ２ １ は 、 液 晶 パ ネ ル ２ ２ に 動 画 が 表 示 さ れ る 場 合 、 力 動 的 で 鮮 や か な 画
像 が 表 示 さ れ る よ う に 第 ２ 判 別 因 子 に 対 応 す る 明 る さ 制 御 信 号 （ Dimming） を 生 成 し て イ
ン バ ー タ ３ ６ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ま た 、 バ ッ ク ラ イ ト 制 御 部 １ ２ １ は 、 第 １ 制 御 信 号 が 供 給 さ れ る 場 合 、 予 め 設 定 さ れ た
輝 度 の 光 （ 例 え ば 、 従 来 と 同 一 な 輝 度 の 光 ） が 生 成 さ れ る よ う に 明 る さ 制 御 信 号 （ Dimmin
g） を 生 成 す る 。 す な わ ち 、 バ ッ ク ラ イ ト 制 御 部 ２ １ は 、 液 晶 パ ネ ル ２ ２ に 静 止 画 が 表 示
さ れ る 場 合 、 一 定 の 輝 度 の 光 が 供 給 さ れ る よ う に 明 る さ 制 御 信 号 （ Dimming） を 生 成 す る
こ と に よ っ て 静 止 画 を 表 示 す る 間 に 輝 度 が 変 化 さ れ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に よ る 画 質 改 善 部 ４ ２ で は 、 液 晶 パ ネ ル ２ ２
の 中 心 領 域 の 輝 度 成 分 の み を 用 い て ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 す る の で 、 実 際 に 表 示 さ れ る 画 像
に 対 応 し て 輝 度 を 制 御 す る こ と が で き る 。 ま た 、 液 晶 パ ネ ル ２ ２ の 中 心 領 域 の 輝 度 成 分 の
み を 用 い て ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 す る の で 、 静 止 画 及 び 動 画 を 正 確 に 判 断 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 及 び 駆 動 装 置 に よ れ ば 、 第 １ デ
ー タ か ら 輝 度 成 分 を 抽 出 し 、 抽 出 さ れ た 輝 度 成 分 を 用 い て 明 暗 比 が 拡 張 さ れ た 第 ２ デ ー タ
を 生 成 す る こ と に よ っ て 生 動 感 の あ る 画 像 を 表 示 す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ デ ー タ か
ら 抽 出 さ れ た 輝 度 成 分 を 用 い て バ ッ ク ラ イ ト の 輝 度 を 制 御 す る こ と に よ っ て 生 動 感 の あ る
画 像 を 表 示 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 で は 、 液 晶 パ ネ ル に 静 止 画 が 表 示 さ れ る と 判
断 さ れ る 時 、 一 定 の 輝 度 の 光 が 供 給 さ れ る よ う に バ ッ ク ラ イ ト を 制 御 す る と 共 に 第 １ デ ー
タ を タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ で 供 給 す る こ と に よ っ て 静 止 画 で 輝 度 が 変 化 さ れ る こ と を 防
止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 で は 、 液 晶 パ ネ ル の 中 心 領 域 で 抽 出 さ れ た 輝 度 成 分 を
用 い て ヒ ス ト グ ラ ム を 生 成 す る の で 、 実 際 に 表 示 さ れ る 画 像 に 対 応 し て 輝 度 を 制 御 す る こ
と が で き る 。  
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【 ０ １ ０ ０ 】
　 以 上 説 明 し た 内 容 を 通 じ て 当 業 者 で あ れ ば 本 発 明 の 技 術 思 想 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 多 様 な
変 更 及 び 修 正 が で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 は 明 細 書 の 詳 細 な 説 明 に 記 載 し
た 内 容 に 限 定 さ れ る の で は な く 特 許 請 求 の 範 囲 に よ り 決 め ら れ な け れ ば な ら な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ０ １ 】
【 図 １ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 を 示 す 図 面 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 を 示 す 図 面 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 図 示 さ れ た 画 質 改 善 部 の 第 １ 実 施 の 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 図 示 さ れ た バ ッ ク ラ イ ト 制 御 部 で 輝 度 を 制 御 す る た め の 輝 度 領 域 を 示 す 図
面 。
【 図 ５ Ａ 】 図 ２ に 図 示 さ れ た ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 で 生 成 さ れ る ヒ ス ト グ ラ ム を 示 す 図 面 。
【 図 ５ Ｂ 】 図 ２ に 図 示 さ れ た ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 で 生 成 さ れ る ヒ ス ト グ ラ ム を 示 す 図 面 。
【 図 ５ Ｃ 】 図 ２ に 図 示 さ れ た ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 で 生 成 さ れ る ヒ ス ト グ ラ ム を 示 す 図 面 。
【 図 ５ Ｄ 】 図 ２ に 図 示 さ れ た ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 で 生 成 さ れ る ヒ ス ト グ ラ ム を 示 す 図 面 。
【 図 ６ 】 図 ２ に 図 示 さ れ た 画 質 改 善 部 の 第 ２ 実 施 の 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ７ Ａ 】 液 晶 パ ネ ル の 領 域 を 示 す 図 面 。
【 図 ７ Ｂ 】 液 晶 パ ネ ル の 領 域 を 示 す 図 面 。
【 図 ８ 】 図 ２ に 図 示 さ れ た 画 質 改 善 部 の 第 ３ 実 施 の 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ０ ２ 】
　 ２ 、 ２ ２ 　 液 晶 パ ネ ル 、 ４ 、 ２ ４ 　 デ ー タ ド ラ イ バ 、 ６ 、 ２ ６ 　 ゲ ー ト ド ラ イ バ 、 ８ 、
２ ８ 　 ガ ン マ 電 圧 供 給 部 、 １ ０ 、 ３ ０ 　 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 、 １ ２ 、 ３ ２ 　 電 源 供 給
部 、 １ ４ 、 ３ ４ 　 Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ 変 換 部 、 １ ６ 、 ３ ６ 　 イ ン バ ー タ 、 １ ８ 、 ３ ８ 　 バ ッ ク ラ イ
ト 、 ２ ０ 、 ４ ０ 　 シ ス テ ム 、 ４ ２ 　 画 質 改 善 部 、 １ ０ ０ 　 画 像 信 号 変 調 手 段 、 １ ０ ２ 　 バ
ッ ク ラ イ ト 制 御 手 段 、 １ ０ ４ 　 輝 度 ／ 色 分 離 部 、 １ ０ ６ 　 遅 延 部 、 １ ０ ８ 　 輝 度 ／ 色 ミ キ
シ ン グ 部 、 １ １ ０ 、 １ ５ ２ 　 ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 部 、 １ １ ２ 、 １ ５ ４ 　 記 憶 部 、 １ １ ４ 、 １
５ ６ 　 平 均 値 算 出 部 、 １ １ ６ 　 デ ー タ 処 理 部 、 １ １ ８ 　 制 御 値 抽 出 部 、 １ ２ ０ 、 １ ２ １ 　
バ ッ ク ラ イ ト 制 御 部 、 １ ２ ２ 　 制 御 部 、 １ ２ ４ 　 加 重 値 付 与 部 、 １ ３ ０ 、 １ ６ ２ 　 比 較 部
、 １ ３ １ 　 画 像 判 別 部 、 １ ３ ２ 　 選 択 部 、 １ ２ ６ 、 １ ２ ８ 、 １ ５ ８ 、 １ ６ ０ 　 画 像 判 別 因
子 検 出 部 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】
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【 図 ５ Ｃ 】

【 図 ５ Ｄ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ Ａ 】

【 図 ７ Ｂ 】

【 図 ８ 】
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